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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】航空運賃価格見積もりの組をするための方法及
びサーバを提供する。
【解決手段】コンピュータ・サーバが、物品またはサー
ビス（たとえば航空運賃）に対する価格に対する要求と
ともに、これらの物品またはサービスを規定するパラメ
ータ、たとえば、行為タイプ、航空運賃、ホテル予約、
鉄道運賃、日付範囲、目的地、起点、所望の天候条件、
星評価、キーワード、任意の他のユーザ定義の好みを受
け取る。ソフトウェアを用いてプログラムされた１また
は複数のプロセッサが次に、不完全な過去の価格データ
セットから見積もり価格を推測するか、見積もるか、ま
たは予測することを、そのデータセットにおけるパター
ンを分析することによって行ない、価格見積もりを、エ
ンド・ユーザ・コンピューティング・デバイス、たとえ
ばパーソナル・コンピュータ、スマートフォン、または
タブレットに送る。
【選択図】図１６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　運賃価格の見積もりをコンピュータで実行する方法であって、
　（ｉ）コンピュータ・データ・ストアから過去の運賃見積もりを得るステップと、
　（ii）前記過去の運賃見積もりをカテゴリによってグループ分けするステップと、
　（iii）各グループに対する統計データを導き出すステップと、
　（iv）コンピュータ上に、各グループに対して、前記導き出された統計データを含む分
類器を記憶するステップと、
　（ｖ）特定の日付における出発地から目的地までの旅行に対する運賃価格に対する要求
を受け取るステップと、
　（vi）前記記憶した分類器を用いて、前記要求した運賃価格が対応するグループを特定
するステップと、
　（vii）前記要求した運賃価格に対する見積もりを、前記特定したグループに対応する
前記記憶した分類器から得られる統計データを用いて計算するステップと、
　（viii）前記要求した運賃価格見積もりを提供するステップと、
を含む方法。
【請求項２】
　前記過去の運賃見積もりは、不完全な過去の運賃見積もりデータセットであり、前記デ
ータセットのパターンを分析することによって、前記不完全な過去の運賃見積もりデータ
セットから価格見積もりを決定するように１または複数のプロセッサを構成するステップ
を含む、請求項１記載の方法。
【請求項３】
　（Ａ）前記不完全な過去の運賃見積もりデータセットから前記価格見積もりの確信範囲
を決定することを、前記データセットのパターンを分析することによって行うように前記
１または複数のプロセッサを構成するステップと、
　（Ｂ）前記価格見積もりの確信範囲を計算するように前記１または複数のプロセッサを
構成するステップと、そして、
　（Ｃ）前記確信範囲とともに前記運賃価格見積もりを、エンド・ユーザ・コンピューテ
ィング・デバイス、たとえばパーソナル・コンピュータ、スマートフォン、またはタブレ
ットに提供するステップを含む、
請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　ステップ（iii）には、価格の確率モデルを生成する単純ベイズ分類器機械学習アプロ
ーチが使用されることが含まれ、前記モデルを用いて観察されない価格を予測する請求項
２または３に記載の方法。
【請求項５】
　観察された価格とそれらに対応する特徴の組とを用いて分類器をトレーニングする請求
項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記特徴は、前記要求に関しており、週の出発日、滞在日数、土曜日滞在、航空会社、
旅行する時間、経路、月のうちの１もしくは複数を含むか、または分類器が次に、観察さ
れない価格の前記価格を予測することを、特徴の組を与えられることと、それらの特徴を
有する可能性が最も高い価格を与えることとによって行なうか、または特徴を導き出すこ
とを、複数のモデルを異なる特徴を用いてトレーニングすることと、前記異なるモデルの
前記予測精度を比較することと、によって行なっても良い請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記価格見積もりには航空運賃価格が含まれるか、または前記価格見積もりには鉄道運
賃価格が含まれる請求項１～５のいずれかに記載の方法。
【請求項８】
　前記価格見積もりは、配信システムに問い合わせることなく構成されている請求項１～
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７のいずれかに記載の方法。
【請求項９】
　運賃価格見積もりを提供するように構成されたサーバであって、
　（ｉ）コンピュータ・データ・ストアから過去の運賃見積もりを得ることと、
　（ii）前記過去の運賃見積もりをカテゴリによってグループ分けすることと、
　（iii）各グループに対する統計データを導き出すことと、
　（iv）コンピュータ上に、各グループに対して、前記導き出された統計データを含む分
類器を記憶することと、
　（ｖ）特定の日付における出発地から目的地までの旅行に対する運賃価格に対する要求
を受け取ることと、
　（vi）前記記憶した分類器を用いて、前記要求した運賃価格が対応するグループを特定
することと、
　（vii）前記要求した運賃価格に対する見積もりを、前記特定したグループに対応する
前記記憶した分類器から得られる統計データを用いて計算することと、
　（viii）前記要求した運賃価格見積もりを提供することと、
を行うように構成されたサーバ。
【請求項１０】
　記憶媒体上で具体化されるコンピュータ・プログラム製品であって、前記コンピュータ
・プログラム製品は、コンピュータ上で実行されると、価格見積もりを提供するように構
成され、前記コンピュータ・プログラム製品は、コンピュータ上で実行されると、
　（ｉ）コンピュータ・データ・ストアから過去の運賃見積もりを得ることと、
　（ii）前記過去の運賃見積もりをカテゴリによってグループ分けすることと、
　（iii）各グループに対する統計データを導き出すことと、
　（iv）コンピュータ上に、各グループに対して、前記導き出された統計データを含む分
類器を記憶することと、
　（ｖ）特定の日付における出発地から目的地までの旅行に対する運賃価格に対する要求
を受け取ることと、
　（vi）前記記憶した分類器を用いて、前記要求した運賃価格が対応するグループを特定
することと、
　（vii）前記要求した運賃価格に対する見積もりを、前記特定したグループに対応する
前記記憶した分類器から得られる統計データを用いて計算することと、
　（viii）前記要求した運賃価格見積もりを提供することと、
を行うように構成されているコンピュータ・プログラム製品。
【請求項１１】
　運賃価格の見積もりの組を提供するコンピュータの実行方法であって、
　（ｉ）コンピュータ・データ・ストアから過去の運賃見積もりを得るステップと、
　（ii）前記過去の運賃見積もりをカテゴリによってグループ分けするステップと、
　（iii）各グループに対する統計データを導き出すステップと、
　（iv）コンピュータ上に、各グループに対して、前記導き出された統計データを含む分
類器を記憶するステップと、
　（ｖ）出発地から目的地までの旅行のための指定した日付に対する運賃価格の要求を受
け取るステップと、
　（vi）前記記憶した分類器を用いて、前記要求した運賃価格が対応するグループを特定
するステップと、
　（vii）前記指定した日付に対する前記要求した運賃価格に対する見積もりの組を、前
記特定したグループに対応する前記記憶した分類器から得られる統計データを用いて計算
するステップと、
　（viii）前記運賃価格見積もりの組を提供するステップと、
を含む方法。
【請求項１２】
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　運賃価格見積もりの組を提供するように構成されたサーバであって、
　（ｉ）コンピュータ・データ・ストアから過去の運賃見積もりを得ることと、
　（ii）前記過去の運賃見積もりをカテゴリによってグループ分けすることと、
　（iii）各グループに対する統計データを導き出すことと、
　（iv）コンピュータ上に、各グループに対して、前記導き出された統計データを含む分
類器を記憶することと、
　（ｖ）出発地から目的地までの旅行のための指定した日付に対する運賃価格の要求を受
け取ることと、
　（vi）前記記憶した分類器を用いて、前記要求した運賃価格が対応するグループを特定
することと、
　（vii）前記指定した日付に対する前記要求した運賃価格に対する見積もりの組を、前
記特定したグループに対応する前記記憶した分類器から得られる統計データを用いて計算
することと、
　（viii）前記運賃価格見積もりの組を提供することと、
を行うように構成されたサーバ。
【請求項１３】
　記憶媒体上で具体化されるコンピュータ・プログラム製品であって、前記コンピュータ
・プログラム製品は、コンピュータ上で実行されると、価格見積もりの組を提供するよう
に構成され、前記コンピュータ・プログラム製品は、コンピュータ上で実行されると、
　（ｉ）コンピュータ・データ・ストアから過去の運賃見積もりを得ることと、
　（ii）前記過去の運賃見積もりをカテゴリによってグループ分けすることと、
　（iii）各グループに対する統計データを導き出すことと、
　（iv）コンピュータ上に、各グループに対して、前記導き出された統計データを含む分
類器を記憶することと、
　（ｖ）出発地から目的地までの旅行のための指定した日付に対する運賃価格の要求を受
け取ることと、
　（vi）前記記憶した分類器を用いて、前記要求した運賃価格が対応するグループを特定
することと、
　（vii）前記指定した日付に対する前記要求した運賃価格に対する見積もりの組を、前
記特定したグループに対応する前記記憶した分類器から得られる統計データを用いて計算
することと、
　（viii）前記運賃価格見積もりの組を提供することと、
を行うように構成されているコンピュータ・プログラム製品。
【請求項１４】
　往復運賃価格見積もりの組を提供するコンピュータの実行方法であって、
　（ｉ）コンピュータ・データ・ストアから過去の運賃見積もりを得るステップと、
　（ii）前記過去の運賃見積もりをカテゴリによってグループ分けするステップと、
　（iii）各グループに対する統計データを導き出すステップと、
　（iv）コンピュータ上に、各グループに対して、前記導き出された統計データを含む分
類器を記憶するステップと、
　（ｖ）出発地から目的地までの旅行のための指定された出発日及び指定された帰国日に
対する往復運賃価格の要求を受け取るステップと、
　（vi）前記記憶した分類器を用いて、前記要求した往復運賃価格が対応するグループを
特定するステップと、
　（vii）前記指定した出発日及び帰国日に対する前記要求した往復運賃価格に対する見
積もりの組を、前記特定したグループに対応する前記記憶した分類器から得られる統計デ
ータを用いて計算するステップと、
　（viii）前記運賃価格見積もりの組を提供するステップと、
を含む方法。
【請求項１５】
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　往復運賃価格見積もりの組を提供するように構成されたサーバであって、
　（ｉ）コンピュータ・データ・ストアから過去の運賃見積もりを得ることと、
　（ii）前記過去の運賃見積もりをカテゴリによってグループ分けすることと、
　（iii）各グループに対する統計データを導き出すことと、
　（iv）コンピュータ上に、各グループに対して、前記導き出された統計データを含む分
類器を記憶することと、
　（ｖ）出発地から目的地までの旅行のための指定された出発日及び指定された帰国日に
対する往復運賃価格の要求を受け取ることと、
　（vi）前記記憶した分類器を用いて、前記要求した往復運賃価格が対応するグループを
特定することと、
　（vii）前記指定した出発日及び帰国日に対する前記要求した往復運賃価格の見積もり
の組を、前記特定したグループに対応する前記記憶した分類器から得られる統計データを
用いて計算することと、
　（viii）前記運賃価格見積もりの組を提供することと、
を行うように構成されたサーバ。
【請求項１６】
　記憶媒体上で具体化されるコンピュータ・プログラム製品であって、前記コンピュータ
・プログラム製品は、コンピュータ上で実行されると、往復運賃価格見積もりの組を提供
するように構成され、前記コンピュータ・プログラムは、コンピュータ上で実行されると
、
　（ｉ）コンピュータ・データ・ストアから過去の運賃見積もりを得ることと、
　（ii）前記過去の運賃見積もりをカテゴリによってグループ分けすることと、
　（iii）各グループに対して、統計データを導き出すことと、
　（iv）コンピュータ上に、各グループに対して、前記導き出された統計データを含む分
類器を記憶することと、
　（ｖ）出発地から目的地までの旅行のための指定された出発日及び指定された帰国日に
対する往復運賃価格の要求を受け取ることと、
　（vi）前記記憶した分類器を用いて、前記要求した往復運賃価格が対応するグループを
特定することと、
　（vii）前記指定した出発日及び帰国日に対する前記要求した往復運賃価格の見積もり
の組を、前記特定したグループに対応する前記記憶した分類器から得られる統計データを
用いて計算することと、
　（viii）前記運賃価格見積もりの組を提供することと、
を行うように構成されているコンピュータ・プログラム製品。
【請求項１７】
　指定した出発日範囲及び指定した帰国日範囲に対する最良の往復運賃価格見積もりの組
を提供するコンピュータの実行方法であって、
　（ｉ）コンピュータ・データ・ストアから過去の運賃見積もりを得るステップと、
　（ii）前記過去の運賃見積もりをカテゴリによってグループ分けするステップと、
　（iii）各グループに対して、統計データを導き出すステップと、
　（iv）コンピュータ上に、各グループに対して、前記導き出された統計データを含む分
類器を記憶するステップと、
　（ｖ）出発地から目的地までの旅行のための指定した出発日範囲及び指定した帰国日範
囲に対する往復運賃価格の要求を受け取るステップと、
　（vi）前記記憶した分類器を用いて、前記要求した往復運賃価格が対応するグループを
特定するステップと、
　（vii）出発日及び帰国日の対に対する前記要求した往復運賃価格見積もりの組を、前
記特定したグループに対応する前記記憶した分類器から得られる統計データを用いて計算
するステップと、
　（viii）出発日及び帰国日の各対に対する最良の運賃価格見積もりを選択するステップ
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と、
　（ix）出発日及び帰国日の各対に対する前記最良の往復運賃価格見積もりの組を提供す
るステップと、
を含む方法。
【請求項１８】
　指定した出発日範囲及び指定した帰国日範囲について、最良の往復運賃価格見積もりの
組を提供されるように構成されたサーバであって、
　（ｉ）コンピュータ・データ・ストアから過去の運賃見積もりを得ることと、
　（ii）前記過去の運賃見積もりをカテゴリによってグループ分けすることと、
　（iii）各グループに対して、統計データを導き出すことと、
　（iv）コンピュータ上に、各グループに対して、前記導き出された統計データを含む分
類器を記憶することと、
　（ｖ）出発地から目的地までの旅行のための指定した出発日範囲及び指定した帰国日範
囲に対する往復運賃価格の要求を受け取ることと、
　（vi）前記記憶した分類器を用いて、前記要求した往復運賃価格が対応するグループを
特定することと、
　（vii）出発日及び帰国日の対に対する前記要求した往復運賃価格見積もりの組を、前
記特定したグループに対応する前記記憶した分類器から得られる統計データを用いて計算
することと、
　（viii）出発日及び帰国日の各対に対する最良の運賃価格見積もりを選択することと、
　（ix）出発日及び帰国日の各対に対する前記最良の往復運賃価格見積もりの組を提供す
ることと、
を行うように構成されたサーバ。
【請求項１９】
　記憶媒体上で具体化されるコンピュータ・プログラム製品であって、前記コンピュータ
・プログラム製品は、コンピュータ上で実行されると、指定した出発日範囲及び指定した
帰国日範囲に対する、最良の往復価格見積もりの組を提供するように構成され、前記コン
ピュータ・プログラム製品は、コンピュータ上で実行されると、
　（ｉ）コンピュータ・データ・ストアから過去の運賃見積もりを得ることと、
　（ii）前記過去の運賃見積もりをカテゴリによってグループ分けすることと、
　（iii）各グループに対して、統計データを導き出すことと、
　（iv）コンピュータ上に、各グループに対して、前記導き出された統計データを含む分
類器を記憶することと、
　（ｖ）出発地から目的地までの旅行のための指定した出発日範囲及び指定した帰国日範
囲に対する往復運賃価格の要求を受け取ることと、
　（vi）前記記憶した分類器を用いて、前記要求した往復運賃価格が対応するグループを
特定することと、
　（vii）出発日及び帰国日の対に対する前記要求した往復運賃価格見積もりの組を、前
記特定したグループに対応する前記記憶した分類器から得られる統計データを用いて計算
することと、
　（viii）出発日及び帰国日の各対に対する最適の運賃価格見積もりを選択することと、
　（ix）出発日及び帰国日の各対に対する前記最良の往復運賃価格見積もりの組を提供す
ることと、
を行うように構成されているコンピュータ・プログラム製品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本技術分野は、見積もり価格、たとえば航空運賃、鉄道運賃、ホテル価格、物品（実際
には、任意のタイプの物品またはサービスであって、価格が固定されておらず、その代わ
りに可変であり、したがってそれらの価格に対する見積もりを提供できることが有用であ
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る物品またはサービス）に対する価格に対する見積もりの組を提供するための方法、サー
バ、及びコンピュータ・プログラム製品に関する。
【背景技術】
【０００２】
　航空運賃の文脈の場合、旅程に対する航空運賃切符の価格は計算が複雑である。可能な
経路指定、認定運賃、及びこれらの運賃の利用可能性の計算の結果である。これらの計算
は典型的に、世界配信システム（ＧＤＳ）において行なわれ、このようなシステムに対し
て問い合わせを実行することは、遅い可能性があり、お金がかかり、エネルギーを用いて
計算を実行し結果を送信する必要がある。
【０００３】
　十分に長時間の範囲（たとえば、１年）に対して、すべての可能な経路間のすべての可
能な空港に対する切符価格及びフライト利用可能性を記憶することは、極めてかなりのデ
ータ記憶容量を必要とするであろう。
【０００４】
　ＦＲ２８４１０１８（Ｂ１）には、フライト・スケジュール変更をロードするための方
法であって、フライト変更の少なくとも１つの組を受け取るステップと、その組内の個々
の変更を取り出して、将来のスケジューリングに対するレジスタ内に記憶するステップと
、フライト・スケジュール変更に関係する予約の再割当てを模擬することを、予約配信サ
ーバを介して、記録及びフライト・スケジュール・データベースの両方にアクセスするこ
とによって行なうステップと、予約余裕分のフライト・スケジュール・データベースを最
終的に更新するステップと、を含む方法が開示されている。
【０００５】
　一例として、航空運賃フライト価格設定の文脈では、フライト価格設定は従来、ＧＤＳ
から得られる（どのようにＧＤＳシステムが動作するのか、より一般的には、どのように
フライト価格設定が動作するのかについてのより詳細な説明は、セクションＣを参照され
たい）。フライト比較サービス（たとえばスカイスキャナー）及びいくつかの航空会社は
、料金を支払ってライブの予約可能な価格をＧＤＳから得る。これらの価格は、見込み乗
客が予約することができる実際の予約可能な価格である。しかしながら、多くの見込み乗
客は閲覧するだけの場合が多く、明確に正確な予約可能な価格を必要とはしておらず、そ
の代わりに見積もりで満足するであろう。結果として、正確な価格を見積もる方法及びシ
ステムを考案することができたならば非常に有用であり、特に、それによって、サード・
パーティ・リソース（たとえばＧＤＳ）（アクセスにお金がかかるだけでなく、必要情報
を得るのに利用できない場合がある）へのアクセスに依存することが取り除かれるならば
そうである。
【０００６】
　したがって、任意の２つの空港間の価格及びフライト利用可能性の見積もりを得ること
を、１または複数のリモート・サーバに何度もアクセスして見積もりを得るほど遅くはな
い時間に渡って行なう方法であって、すべての可能な問い合わせに対して結果を予め記憶
するのに必要な莫大なデータ記憶容量が必要でない方法を提供することが望ましい。
【０００７】
　本発明の第１の態様によれば、価格見積もりを提供する方法であって、（ｉ）コンピュ
ータ・サーバによって、物品またはサービスに対する価格たとえば航空運賃とともにそれ
ら物品またはサービスを規定するパラメータに対する要求を受け取るステップと、（ｉｉ
）前述のステップ（ｉ）に対する任意の時点において、不完全な過去の価格データセット
から見積もり価格を決定することを、そのデータセットにおけるパターンを分析すること
によって行なうように、１または複数のプロセッサを構成するステップと、（ｉｉｉ）パ
ラメータを満たす物品またはサービスに対する要求価格に対する見積もりを計算するよう
に１または複数のプロセッサを構成するステップと、（ｉｖ）価格見積もりを、エンド・
ユーザ・コンピューティング・デバイス、たとえばパーソナル・コンピュータ、スマート
フォンまたはタブレットに送るステップと、を含む方法が提供される。
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【０００８】
　優位性の１つは、本方法の場合、１または複数のリモート・サーバに何度もアクセスし
て、運賃利用可能性を実際に設定し運賃価格を計算するのに必要な時間またはエネルギー
を必要としないことである。さらなる優位性は、本方法の場合、すべての可能な問い合わ
せに対して結果を予め記憶するのに必要な莫大なデータ記憶容量を必要としないことであ
る。本方法を行なうコンピュータは新しい方法で動作し、認識した問題を本方法によって
打開する。なお、本方法におけるステップ（ｉｉ）及び（ｉｉｉ）は、必ずしも別個のス
テップではないが、その代わりに同じステップの一部であっても良い。
【０００９】
　本方法は、それら物品またはサービスを規定するパラメータには、行為タイプ、たとえ
ば航空運賃、ホテル予約、鉄道運賃；日付範囲；目的地；起点；所望の天候条件；星評価
；キーワード；任意の他のユーザ定義の好みのうちの１または複数が含まれるものであっ
ても良い。
【００１０】
　本方法は、見積もり価格の決定を、見積もり価格を推測するか、導き出すか、または予
測することによって行なうものであっても良い。
【００１１】
　本方法は、ステップ（ｉｉ）に、（ａ）過去の価格見積もりをコンピュータ・データ・
ストアから得ることと、（ｂ）過去の価格見積もりをカテゴリによってグループ分けする
ことと、（ｃ）各グループに対する統計データを導き出すことと、（ｄ）コンピュータ上
に、各グループに対して、導き出した統計データを含む分類器を記憶することと、（ｅ）
記憶した分類器を用いて、要求価格が対応するグループを特定することと、が含まれるも
のであっても良い。
【００１２】
　本方法は、ステップ（ｉｉｉ）に、要求価格に対する見積もりの組を指定された日付範
囲に渡って計算することを、特定したグループに対応する記憶した分類器から得られる統
計データを用いて行なうことが含まれるものであっても良い。
【００１３】
　本方法は、ステップ（ｉｉ）に、ルールを用いてデータセットにおけるパターンを分析
することが含まれるものであっても良い。
【００１４】
　本方法は、ステップ（ｉｉ）には、価格の確率モデルを生成する単純ベイズ分類器機械
学習アプローチが含まれ、そのモデルを用いて観察されない価格を予測するものであって
も良い。
【００１５】
　本方法は、１つの観察された価格とそれらに対応する特徴の組とを用いて分類器をトレ
ーニングするものであっても良い。
【００１６】
　本方法は、特徴が、要求に関しており、週の出発日、滞在日数、旅行は目的地において
土曜の夜を過ごすことを伴うか？航空会社、旅行に行く時間、経路、月のうちの１または
複数を含むものであっても良い。
【００１７】
　本方法は、分類器が次に、観察されない価格の価格を予測することを、特徴の組を与え
られることと、それらの特徴を有する可能性が最も高い価格を与えることとによって行な
うものであっても良い。
【００１８】
　本方法は、特徴を導き出すことを、複数のモデルを異なる特徴を用いてトレーニングす
ることと、異なるモデルの予測精度を比較することと、によって行なうものであっても良
い。
【００１９】
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　本方法は、ステップ（ｉｉ）に、過去の価格から統計モデルを構築することと、欠落し
ている見積もり候補を特定することと、統計モデルに基づいて見積もり候補を価格設定す
ることと、が含まれるものであっても良い。
【００２０】
　本方法は、各候補見積もりに対して価格を見積もることを、見積もりからカテゴリ特徴
値を抽出するステップと、抽出したカテゴリに対して、トレーニングされた分類器をデー
タ・ベースから取り出すステップと、見積もり候補からすべての特徴値を抽出するステッ
プと、候補見積もりを分類することを、分類器内に記憶された各価格帯に対してベイズ事
後確率を計算することと、最も高いベイズ事後確率を伴う価格帯クラスを選択することと
、価格クラスを候補見積もりに付することと、によって行なうステップと、において行な
うものであっても良い。
【００２１】
　本方法は、統計モデルに対する入力に、経路のリスト、分類器カテゴリ分類方式、過去
の見積もり、重みを伴うサポートされた特徴の組が含まれるものであっても良い。
【００２２】
　本方法は、過去の見積もりを年齢によってフィルタリングするものであっても良い。
【００２３】
　本方法は、統計モデルに対する入力には逆向き経路同等物が含まれるものであっても良
い。
【００２４】
　本方法は、価格見積もりの組にキャッシュされた運賃価格を含むステップを含むもので
あっても良い。
【００２５】
　本方法は、価格見積もりの組が、ステップ（ｉ）の後に配信システムに問い合わせるこ
となく構成されているものであっても良い。
【００２６】
　本方法は、価格は片道旅行である旅行に対するものであるものであっても良い。
【００２７】
　本方法は、価格は往復旅行である旅行に対するものであるものであっても良い。
【００２８】
　本方法は、価格には航空運賃価格が含まれるものであっても良い。
【００２９】
　本方法は、価格には鉄道運賃価格が含まれるものであっても良い。
【００３０】
　本方法は、価格には貸し自動車価格が含まれるものであっても良い。
【００３１】
　本方法には、価格にはホテル価格が含まれるものであっても良い。
【００３２】
　本方法は、要求には柔軟な検索要求が含まれるものであっても良い。
【００３３】
　本方法は、本方法の最終結果が、最大で入力日付または入力日付対当たり１つの見積も
りであるものであっても良い。
【００３４】
　本方法は、（Ａ）ステップ（ｉ）に対する任意の時点において、不完全な過去の価格デ
ータセットから見積もり価格の確信範囲を決定することを、そのデータセットにおけるパ
ターンを分析することによって行なうように１または複数のプロセッサを構成するステッ
プと、（Ｂ）パラメータを満たす物品またはサービスに対する要求価格に対する見積もり
価格の確信範囲を計算するように、１または複数のプロセッサを構成するステップと、を
含むものであっても良い。
【００３５】
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　本方法は、（Ｃ）確信範囲とともに運賃価格見積もりを、エンド・ユーザ・コンピュー
ティング・デバイス、たとえばパーソナル・コンピュータ、スマートフォン、またはタブ
レットに提供するステップをさらに含むものであっても良い。
【００３６】
　本方法は、価格をユーザに表示するかまたは起こりそうな価格範囲をユーザに提供する
かを、確信範囲を用いて決定するステップをさらに含むものであっても良い。
【００３７】
　本方法は、起こりそうな価格範囲をエラー・バーとして表示するものであっても良い。
【００３８】
　本方法は、日付範囲には１つの出発日のみが含まれるものであっても良い。
【００３９】
　本方法は、日付範囲には１つの帰国日のみが含まれるものであっても良い。
【００４０】
　本方法は、特定した出発日範囲及び特定した帰国日範囲に対する最良の往復運賃価格見
積もりの組を提供する方法が含まれるものであっても良い。ステップ（ｉ）には、出発地
から目的地までの旅行に対する指定した出発日範囲及び指定した帰国日範囲に対する往復
運賃価格に対する要求を受け取ることが含まれ、ステップ（ｉｖ）には、指定した出発日
範囲及び指定した帰国日範囲に対する最良の往復運賃価格見積もりの組を提供することが
含まれる。
【００４１】
　本方法は、最良の往復運賃価格見積もりの組はバー・チャート形式で提供されるもので
あっても良い。
【００４２】
　本方法は、見積もりプロセスが、分類結果を許容するのに必要な最小ベイズ事後確率、
候補の生成に関与する経路オペレータの最大数、またはタイを回避するためにベイズ事後
確率に付加されるランダム変動のうちの１または複数によってパラメータ化されるもので
あっても良い。
【００４３】
　本方法は、本方法を運賃利用可能性及び価格に対する見積もりサービスが提供されるサ
ーバ上で行なうものであっても良い。
【００４４】
　本発明の第２の態様によれば、価格見積もりを提供するように構成されたサーバであっ
て、（ｉ）物品またはサービスに対する価格たとえば航空運賃とともにそれら物品または
サービスを規定するパラメータに対する要求を受け取ることであって、パラメータには、
行為タイプ、たとえば航空運賃、ホテル予約、鉄道運賃；日付範囲；目的地；起点；所望
の天候条件；星評価；キーワード；任意の他のユーザ定義の好みのうちの１または複数が
含まれる、受け取ることと、（ｉｉ）前述の（ｉ）に対する任意の時点において、不完全
な過去の価格データセットから見積もり価格を決定することを、そのデータセットにおけ
るパターンを分析することによって行なうことと、（ｉｉｉ）パラメータを満たす物品ま
たはサービスに対する要求価格に対する見積もりを計算することと、（ｉｖ）価格見積も
りを提供することと、を行なうように配置されたサーバが提供される。
【００４５】
　サーバは、（ｉｉ）に対して、サーバが、（ａ）コンピュータ・データ・ストアから過
去の価格を得ることと、（ｂ）過去の価格をカテゴリによってグループ分けすることと、
（ｃ）各グループに対する統計データを導き出すことと、（ｄ）各グループに対して、導
き出された統計データを含む分類器を記憶することと、（ｅ）要求価格が対応する記憶し
た分類器を用いてグループを特定することと、を行なうように配置されているものであっ
ても良い。
【００４６】
　サーバは、（ｉｉｉ）に対して、サーバが、要求価格に対する見積もりの組を、指定さ
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れた日付範囲に渡って計算することを特定したグループに対応する記憶した分類器から得
られる統計データを用いて行なうように配置されているものであっても良い。
【００４７】
　サーバは、本発明の第１の態様によるいずれかの方法の方法を行なうようにさらに配置
されているものであっても良い。
【００４８】
　本発明の第３の態様によれば、非一時的な記憶媒体上で具体化されるコンピュータ・プ
ログラム製品であって、コンピュータ・プログラム製品は、コンピュータ上で実行される
と、価格見積もりを提供するように配置され、コンピュータ・プログラム製品は、コンピ
ュータ上で実行されると、（ｉ）物品またはサービスに対する価格たとえば航空運賃とと
もにそれら物品またはサービスを規定するパラメータに対する要求を受け取ることであっ
て、パラメータには、行為タイプ、たとえば航空運賃、ホテル予約、鉄道運賃；日付範囲
；目的地；起点；所望の天候条件；星評価；キーワード；任意の他のユーザ定義の好みの
うちの１または複数が含まれる、受け取ることと、（ｉｉ）前述の（ｉ）に対する任意の
時点において、不完全な過去の価格データセットから見積もり価格を決定することを、そ
のデータセットにおけるパターンを分析することによって行なうことと、（ｉｉｉ）パラ
メータを満たす物品またはサービスに対する要求価格に対する見積もりを計算することと
、（ｉｖ）価格見積もりを提供することと、を行なうように配置されたコンピュータ・プ
ログラム製品が提供される。
【００４９】
　コンピュータ・プログラム製品は、本発明の第１の態様による方法のいずれかに属する
方法を行なうように配置されていても良い。
【００５０】
　本発明の第４の態様によれば、本発明の第２の態様によるいずれかのサーバのサーバと
接続されたコンピュータ端末であって、コンピュータ端末は、出発地から目的地までの旅
行に対する指定された日付範囲に対する価格見積もりに対する要求を送るように配置され
、コンピュータ端末はさらに、価格見積もりを受け取るように配置されているコンピュー
タ端末が提供される。
【００５１】
　本発明の第５の態様によれば、物品またはサービス、たとえば航空券であって、その物
品またはサービスに対する運賃見積もりが、本発明の第１の態様による方法を用いて、ま
たは本発明の第２の態様によるサーバを用いて提供される物品またはサービスが提供され
る。
【００５２】
　本発明の第６の態様によれば、ウェブ・ベースの価格比較ウェブ・サイトであって、エ
ンド・ユーザがそのウェブ・ベースの価格比較ウェブ・サイトとのやり取りを、物品また
はサービスに対する価格に対する要求を提供することによって行なうことができ、及びそ
のウェブ・ベースの価格比較ウェブ・サイトは、提供するその要求を、本発明の第１の態
様によるいずれかの方法の方法を用いて価格を見積もるサーバに提供するウェブ・ベース
の価格比較ウェブ・サイトが提供される。
【００５３】
　次に本発明の前述及び他の態様を、単に一例として、以下の図を参照して説明する。
【図面の簡単な説明】
【００５４】
【図１】価格を他の価格から見積もるためのシステムの実施例であって、その価格を用い
て、観察された運賃のキャッシュを増加させる目的を伴う実施例の図である。
【図２】どのように「階差」エンジンを用いて、ライブ更新から運賃クラスの利用可能性
を導き出すかの実施例を示す図である。
【図３】単純ベイズ分類において使用するのに適した式の実施例を示す図である。
【図４】特徴値が番号付き領域によって表され、価格帯（バケット）によって頻度情報を
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表す実施例を示す図である。
【図５】全トレーニング・プロセスの実施例を示す図である。
【図６】単純ベイズ分類器を用いて各候補見積もりプレースホルダを価格設定することが
できる実施例を示す図である。
【図７】欠落している見積もりを推測する全プロセスの実施例を示す図である。
【図８】運賃利用可能性及び価格に対する見積もりサービスを提供するサーバと、入力デ
ータ・ソースと、パートナー及びユーザに対する出力との間の接続の実施例を示す図であ
る。
【図９】ユーザ・インターフェースの実施例を示す図である。
【図１０】ユーザ・インターフェースの実施例を示す図である。
【図１１】検索プロセスを行なうためのシステムの実施例を示す図である。
【図１２】ユーザ・インターフェースの実施例を示す図である。
【図１３】ユーザ・インターフェース出力の実施例を示す図である。
【図１４】ユーザ・インターフェース出力の実施例を示す図である。
【図１５】検索を閲覧するためのアーキテクチャの実施例を示す図である。
【図１６】運賃利用可能性及び価格に対する見積もりサービスの提供を含むシステムに対
する全体システム・アーキテクチャの実施例を示す図である。
【図１７】ＧＤＳ構成実施例を示す図である。
【図１８】運賃クラス記録、運賃カテゴリ、及びカテゴリ・データ表に関する運賃の実施
例を示す図である。
【図１９】運賃価格設定オプションを提供するプロセスの実施例を示す図である。
【図２０】価格設定エンジンと、ＡＶＳ／ＮＡＶＳと、シームレス（ポーリング）と、キ
ャッシュＤＢと、航空会社ホストとの間の関係の実施例を示す図である。
【図２１】利用可能性サーバを含むシステム例を示す図である。
【図２２】バーを用いた見積もり価格に対する確信範囲の図形表示実施例を示す図であり
、バーは、価格を見つけるべき範囲の最低価格から最高価格までの価格帯に及ぶ。バーは
、往路日の範囲及び復路日の範囲に対して提供される。
【発明を実施するための形態】
【００５５】
　本発明の１つの実施によって「モデル・ベースの価格設定」が提供される。それについ
ては以下のセクションＡで説明する。
【００５６】
　Ａ．モデル・ベースの価格設定
　モデル・ベースのデータ補間を用いたフライト価格見積もりが提供される。
【００５７】
　背景／動機づけ
　旅程に対する切符の価格は計算が複雑である。可能な経路指定、認定運賃、及びこれら
の運賃の利用可能性の計算の結果である。これらの計算は典型的に、世界配信システム（
ＧＤＳ）において行なわれ、このようなシステムに対して問い合わせを実行することは、
遅くて、お金がかかる可能性がある。
【００５８】
　ＧＤＳに運賃をファイルする航空会社は典型的に、「スケジュール型」と呼ばれる価格
モデルを用いている。このようなモデルについて留意すべき重要な事柄は、往復旅行が日
Ｏ１に出発して日Ｒ１に戻る場合、往復切符Ｐ（Ｏ１，Ｒ１）の価格は、２つの片道切符
の和Ｐ（Ｏ１）＋Ｐ（Ｒ１）には等しくないということである。代替的な価格モデル（「
低予算」価格設定と呼ぶ）は、Ｐ（Ｏ１，Ｒ１）＝Ｐ（Ｏ１）＋Ｐ（Ｒ１）であるモデル
である。
【００５９】
　スケジュール型価格モデルの２つの重要な結果は、観察された価格の再使用に課す制限
と及びそれらを記憶するのに必要なスペースである。
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【００６０】
　低予算モデルでは、２つの「往復」の問い合わせが行なわれて、一方は日付Ｏ１Ｒ１に
対して、他方は日付Ｏ２Ｒ２に対してである場合、結果として得られる価格Ｐ（Ｏ１）、
Ｐ（Ｒ１）、Ｐ（Ｏ２）、及びＰ（Ｒ２）を用いて、最大で４つの往復運賃（すなわち、
Ｐ（Ｏ１、Ｒ１）、Ｐ（Ｏ１、Ｒ２）、Ｐ（Ｏ２、Ｒ１）、Ｐ（Ｏ２、Ｒ２））を計算す
ることができるとともに、片道の問い合わせで用いる４つの運賃Ｐ（Ｏ１）、Ｐ（Ｒ１）
、Ｐ（Ｏ２）、及びＰ（Ｒ２））を有している。問い合わせを「スケジュール型」モデル
に対して実行したら、２つの運賃だけ、すなわち、Ｐ（Ｏ１，Ｒ１）及びＰ（Ｏ２，Ｒ２

）であろう。こうして、低予算モデルでは、２つの問い合わせによって応答できるのは８
つの問い合わせである一方で、スケジュール型モデルでは、２つの問い合わせによって応
答できるのは２つの問い合わせである。
【００６１】
　フライト価格が利用可能であるのは当日と次の３６４日だけであると仮定すると、経路
上でのすべての可能な片道及び往復運賃を見つけるのは、３６５回の往復問い合わせを行
なうことによって可能となる。スケジュール型モデルの場合、３６５＊（３６５＋１）／
２＝６６，７９５回の往復問い合わせ、並びに３６５回の片道問い合わせ（各方向に）が
必要であろう。こうして、経路に対する価格の完全なリストを構築するためには、スケジ
ュール型モデルの場合、低予算モデルよりも約１８５倍多い問い合わせが必要となる。
【００６２】
　これらのすべての問い合わせの結果を有したら、運賃を保存するために必要な記憶領域
は必然的に約１８５倍になるであろう。
【００６３】
　前述したものは単に、２つの規定された空港間の経路に対する実施例である。実際には
、世界には約５，０００の民間空港がある。したがって空港間の可能な旅行の数は約（５
，０００）２である。前述した数３６５＊（３６５＋１）／２＝６６，７９５の可能な往
復問い合わせを考慮すると、これによって、１年あたりのすべての空港間の可能な問い合
わせの総数として（５，０００）２＊３６５＊（３６５＋１）／２が得られ、約１０１２

となる。データ記憶装置の暗示量は実際には非常に大きい。
【００６４】
　スケジュール型モデル経路をＧＤＳの費用と組み合わせたものの「全体像」を形成する
ために必要な問い合わせの数が大幅に増加するということは、このようなキャッシュを構
築することが現実的でない（すなわち不都合である）ということを意味する。そして結果
は不完全なキャッシュであり、運賃が観察されていない「孔」が存在する。
【００６５】
　しかしながら、価格（ＧＤＳによって返される）は、運賃ルール及び利用可能性を適用
した結果である。結果として、観察された運賃にはパターン及び一貫性が存在する。この
実施例は、これらのパターンを用いることに基づいて、キャッシュから欠落している運賃
を補間することが、最初の場所における価格を生成した運賃ルールを反映するモデルを用
いて可能である。
【００６６】
　価格を他の価格から見積もるためのシステム
　価格を他の価格から見積もるためのシステムであって、その価格を用いて、観察される
（たとえば、ユーザがライブの予約可能な運賃に対する価格を要求することによって観察
される）運賃のキャッシュを増加させる目的を伴うものが提供される。モデル実施例を図
１に示す。
【００６７】
　見積り器は、見積もりから導き出された統計データを用いて他の見積もりを予測する。
非常に単純な見積り器であれば、すべての欠落している運賃はすべての観察された運賃の
平均値に等しいということを計算する可能性がある。予測レベルを、モデルをより高性能
にすることによって向上させて、最初の場所における運賃を生成するために用いたルール
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のタイプを考慮することができる。
【００６８】
　たとえば、旅程に対して運賃が有効であるか否かを規定する共通の「ルール」は、旅程
が土曜の夜に滞在することを伴うか否かである。典型的に、このようなルールの意味は、
目的地において土曜の夜を過ごさないことを伴う日付の方がはるかに費用がかかるという
ことである。ルールは、通常は労働週の間に返ることを希望する出張旅行者にペナルティ
を科すようにデザインされている。こうして、２つの平均値を含むより良好なモデルを計
算することができる。すなわち、土曜の夜の滞在を伴うすべての観察された運賃の平均値
と、土曜の夜の滞在を伴わないすべての観察された運賃の平均値とである。アルゴリズム
は次に、これまで観察されていない日付対に対する価格を予測することを、最初に、日付
対の間に土曜の夜があったか否かを計算し、次に、対応する平均を返すことによって行な
う。この結果、見積もりの精度が増す。
【００６９】
　同様の改善をモデルに対して行なうことができる。たとえば、旅行の価格が週の曜日に
応じて変わる（月曜日の方が典型的には水曜日よりも費用がかかる）。そのため、やはり
週の曜日を考慮する平均を計算して使用すれば、やはり潜在的にモデル精度を向上させる
であろう。
【００７０】
　したがって統計モデルを運賃を予測するために提供することを、たとえば、人間が導き
出していても良い統計データ及びルールを用いて行なっても良い。統計モデルを形成する
代替的な方法も可能である。このアプローチでは、「単純ベイズ分類器」と呼ばれる機械
学習アプローチを用いて、運賃の確率モデルを形成し、そのモデルを用いて、観察されな
い運賃を予測する。分類器のトレーニングを、観察された価格及びそれに対応する「特徴
」の組を用いて行なう。特徴は、運賃を生成した問い合わせに関し、週の出発日、滞在日
数、土曜日滞在、航空会社などを含むことができた。分類器は次に、観察されない運賃の
価格を予測することを、特徴の組を与えられることと、それらの特徴を有する可能性が最
も高い価格を与えることとによって行なう。
【００７１】
　価格を予測するための統計モデルを次に参考にして、これまで観察されていない運賃を
予測すること、または観察された運賃を予測すること（モデルの精度の測定を望んだ場合
）ができる。
【００７２】
　主要な特徴及びそれらの計算
　分類器をトレーニングするために用いても良い特徴には以下のものが含まれる。
・土曜日滞在
・滞在日数
・週の曜日
・旅行に行く時間
・航空会社
・ウェブ・サイト
・経路
・日付－日及び年－月レベル
・月
【００７３】
　これらの特徴は、ＦＲＯＰ（運賃ルール出力製品、ＡＴＰＣＯ（航空会社関税出版社）
より）に列記されたすべての運賃を分析することと、どのルールを最大数の運賃に対して
適用するかを決定することとによって導き出されている。たとえば、運賃の５４％に最低
滞在日数ルールがあり、すべての運賃の３１％に、最低滞在日数ルールとして、土曜の夜
を目的地で過ごすことが求められるものがある。したがって、特徴は、価格に基づいて分
類するのに有用な特徴である可能性がある。特徴の有用性のより正確な見積もりを導き出
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すことを、複数のモデルを異なる特徴を用いてトレーニングすることと、異なるモデルの
予測精度を比較することと、によって行なっても良い。
【００７４】
　利益
・欠落しているフライト価格データを見積もる
・データ生成に関する特徴を用いて優れた予測モデルを形成する
【００７５】
　潜在的な市場及び／または応用領域
　モデルをフライト業界で用いて、これまで観察されていない価格を見積もっても良いし
、価格をユーザに表示しても良いし、または価格を返すように問い合わせる価値がある（
たとえば、良好な値である可能性がある）か否かを判定しても良い。
【００７６】
　このモデルを、他の分野として、価格（たとえば、問い合わせコスト）を得る不利点が
存在するが、価格生成を構造化された手段（たとえば、価格設定ルール）によって行なっ
た分野で用いても良い。これには、旅行商品たとえばホテル、列車、及び貸し自動車車、
並びに構造化された価格設定を伴う他の商品、たとえば保険が含まれる。
【００７７】
　他の応用例
　消費者価格比較ウェブ・サイト会社は、価格を競争相手の価格と比較することによって
競争的に価格設定することを試みる。
【００７８】
　モデル・ベースの価格設定－欠落している見積もりを推測する
　欠落している見積もりの推測は、２つの段階（トレーニング及び見積もり）で行なって
も良い。
・トレーニング
○過去の価格から統計モデルを構築する
・見積もり
○欠落している見積もり候補を特定する
○統計モデルに基づいて見積もり候補を価格設定する
【００７９】
　実施例では、統計モデルは、過去の価格を用いて定期的に（たとえば、毎日）トレーニ
ングされた単純ベイズ分類器の組である。欠落している見積もりを、経路オペレータのデ
ータに基づいて推測し、分類器を用いて価格設定する。
【００８０】
　統計モデルの実施例
　単純ベイズ分類は、ある特徴の組によって記述される対象物があるクラスに属する確率
と、このクラスからの対象物がある特徴の組を特徴とする確率との間の依存関係上に基づ
く。図３における式（１）及び（２）を参照のこと。
【００８１】
　図３において、式（１）及び（２）を単純化して式（３）にすることができる。式（１
）～（３）では、
・Ｃは、入力対象物を分類することができるクラス（たとえば、今の場合は、価格帯たと
えば、７５～１２５ＥＵＲ）。
・Ｆｉは特徴値（たとえば、今の場合は、金曜日、エール・フランス航空会社ウェブ・サ
イトなど）。
【００８２】
　分類を図３の式（４）を用いて表現することができる。
【００８３】
　クラス（価格帯）を見つけることを望むある特徴値の組の場合、特徴値は最も頻繁に生
じるため、クラスが、入力した組を特徴付ける確率が最大になる。
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【００８４】
　トレーニング
　分類器トレーニングの意図は、観察された価格帯に対して特徴値がどのくらいの頻度で
生じるかを計算することである。たとえば図４に示すプロセスでは、特徴値が番号付き領
域によって表され、価格帯（バケット）が頻度情報を表している（たとえば、特徴値数量
が７５～１２５ＥＵＲ、１２６～１７５ＥＵＲなどの範囲である）。
【００８５】
　以下の要素をトレーニング・プロセス実施例に対して入力する。
・経路のリスト
・分類器カテゴリ分類方式
・過去の見積もり
・重みを伴うサポートされた特徴の組
【００８６】
　経路のリストによって、トレーニング対する境界が設定される。カテゴリによって、あ
る分類器の範囲が規定され、カテゴリは特徴値の組によって表現される。実験的に選択し
たカテゴリは、都市レベルの経路及び航空会社（例：ロンドン～パリ、エール・フランス
）からなるが、他のオプションも可能である（たとえば、航空会社のない都市レベル経路
）。カテゴリ当たり常に１つの分類器が存在する。分類器のトレーニングを、そのカテゴ
リにマッチングする過去の見積もりのみ（たとえば、ロンドン～パリ経路（エール・フラ
ンスが運行）に対する見積もりのみ）を用いて行なう。
【００８７】
　トレーニング・プロセスの第１のステップでは、ある最高年齢を伴う一定数の最新の過
去の見積もりをデータ・ベースから取り出す。カテゴリをあらゆる見積もりに対して評価
する。見積もりをカテゴリによってグループ化する。各グループは１つの分類器に対する
トレーニング・セットになる。
【００８８】
　トレーニング・セットを逆向き経路同等物に対する見積もりを用いて拡張することがで
きる。実施例：経路ロンドン・スタンステッド～ローマ・チャンピーノ（エール・フラン
ス）上での過去の見積もりの場合、逆向き経路同等物はローマ・チャンピーノ～ロンドン
・スタンステッド（航空会社及び他の詳細たとえば価格は同じ）であろう。逆向き経路に
対する見積もりを、その重要性を調整する重みによって縮尺されたトレーニングに含める
。
【００８９】
　次に、各グループに対して、見積もりから抽出された以下の統計情報を伴う分類器を構
築する。
・それぞれの異なった特徴値を含む見積もりの加重数
・ある粒度の価格帯当たりのそれぞれの異なった特徴値を含む見積もりの加重数
・多くの観察された価格帯、見積もり価格帯、及びすべての見積もり
【００９０】
　多くの見積もりに適用する重みを特徴間で変えてそれらの一部の影響がより大きいこと
を強調することができる（たとえば、旅行に平日が含まれることの方が滞在長よりも重要
な場合がある）。
【００９１】
　プロセスは、統計情報を含む各トレーニング・セットに対する１つの分類器（たとえば
、ロンドン～パリ経路（エール・フランスが運行）に対する１つの分類器）で終了する。
モデルを記憶して将来の使用に備える。分類器を再びトレーニングすることを、たとえば
定期的にまたは多くの過去の見積もりが変化したときに行なうことができる。
【００９２】
　分類器の形成を、そのカテゴリにマッチングするある特定の数の見積もりが利用可能で
ある場合にのみ行なっても良い。
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【００９３】
　全トレーニング・プロセスの実施例を図５に示す。
【００９４】
　前述で列記したパラメータ以外に、トレーニング・プロセスを以下によってパラメータ
化することができる。
・経路当たりの価格帯のサイズ（たとえば、１ＥＵＲ、５ＥＵＲ、１０ＥＵＲ）
・逆向き経路に適用する重み付け
・見積もり年齢に基づいて適用する重み関数
【００９５】
　欠落している見積もりを見積もる
【００９６】
　実施例では、ユーザは、ある経路及び日付範囲に対して片道または往復フライトを検索
する。システムが、問い合わせに対して、データ・ベースから得られる最安見積もりの組
を用いて応答する。最大で各日付（または日付対－往復フライトの場合）当たり１つであ
る。応答には、ある日付（日付対）に対する見積もりが含まれていなくても良い。欠落し
ている見積もりを推測することを、トレーニングされた単純ベイズ分類器を用いて行なう
ことができる。
【００９７】
　以下の要素を推測プロセスに対して入力しても良い。
・経路
・欠落している最安見積もり情報を伴う日付（または日付対）のリスト
【００９８】
　分類器は、既存の見積もりを価格設定するためだけに用いることができるため、候補見
積もりを最初に評価しなくてはならない。候補は、問い合わせ経路に対して、利用可能な
あらゆる適用可能な空港対、日付（日付対）、航空会社、及び代理店の組み合わせである
。リストの生成は、プロセス入力及び経路オペレータのデータ・ベースに基づいて行なう
。
【００９９】
　次に、単純ベイズ分類器を用いて各候補見積もりプレースホルダを価格設定する。たと
えば、図６を参照のこと。
【０１００】
　価格の推測を各候補見積もりに対して、以下のステップで行なっても良い。
・見積もりからカテゴリ特徴値を抽出する。
・データ・ベースから、抽出したカテゴリに対してトレーニングされた分類器を取り出す
・見積もり候補からすべての特徴値を抽出する
・候補見積もりの分類を以下によって行なう
○分類器に記憶された各価格帯に対してベイズ事後確率を計算する
○最も高いベイズ事後確率を伴う価格帯クラスを選択する
・価格クラスを候補見積もりに付する
【０１０１】
　ある候補見積もりに対して分類器が存在しない場合、価格の推測は行なわず、日付（日
付対）スロットは空のままである。
【０１０２】
　プロセスの結果、日付（日付対）当たり複数の価格設定された見積もり候補となること
ができる。この理由により、次のステップは、各日付（日付対）に対して単一の見積もり
を選択することである。選択を価格に基づいて行なうことができる。たとえば、日付（日
付対）当たり最安見積もりを選択する。
【０１０３】
　プロセスの最終結果は、最大で、入力日付（日付対）当たり１つの見積もりである。推
測した見積もりを、ユーザに返される応答に含めることができる。欠落している見積もり
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を推測する全プロセスの実施例を図７に示す。
【０１０４】
　すでに列記したパラメータ以外に、推測プロセスを以下によってパラメータ化すること
ができる。
・分類結果を許容するのに必要な最小ベイズ事後確率
・候補の生成に関与する経路オペレータの最大数
・タイを回避するためにベイズ事後確率に付加されるランダム変動
【０１０５】
　価格に確信を与える見積もり方法
　見積もり方法として、価格に確信を与えるものを提供しても良い。たとえば、それが＄
５以内、＄１０００以内であることを９９％確信しているなど。したがって見積もり方法
は以下を提供しても良い。
・これらの確信の計算及び返し。
・これらの確信を用いて、価格をユーザに表示するかまたは起こりそうな価格範囲をユー
ザに示すか（たとえば、エラー・バー）を決定する。
【０１０６】
　価格を見積もる多くの方法が、価格に対する確信の目安を返すことができる。たとえば
、単純ベイジアン分類器の場合、選択されたクラスは確率が最も高いクラスであるが、そ
の確率を見積もりの確信の表示器として用いることができる。確率が１に近いほど、予測
した価格が正確なものであるという確信が高い。
【０１０７】
　結果として得られる確信を多くの方法で用いても良い。見積もりの確信が非常に低い場
合、以下の決定をしても良い。
○ユーザにとって有用ではないので見積もりを示さない
○価格のライブの取り出しをトリガして、正確な値をユーザに示せるようにする。確信を
ユーザに示すことができる。
【０１０８】
　確信をユーザに示すことができる。これは多くの方法で示すことができる。
○価格に対して起こり得る値の範囲を示すバー（たとえば、図２２を参照のこと）。
○表示価格の可視性／強度を下げる（たとえば、着色、陰影付け、または点線を用いて）
。
　見積もり価格に対する確信範囲は、見積もり方法の結果が価格は見つかるという確信に
つながる範囲の最低価格から最高価格までの価格帯に及ぶ。見積もり価格に対する確信範
囲を、バーを用いて図式的に示しても良い。バーを、日付範囲における各日付に対して表
示しても良い。バーを、日付範囲における各日付に対して表示することを、往路及び復路
に対して行なっても良い。バーは色分けされていて、たとえば、バーが対応するのは、最
近の価格であって、予約機能に対して、出発日を共有する複数の切符から導き出される価
格帯に対して、及び同様の旅程から見積もられる価格帯に対して安定である可能性がある
価格であることを示しても良い。１つのバーを、ある日付に対して設けても良い。複数の
バーを、ある日付に対して設けても良い。実施例を図２２に示す。
【０１０９】
　Ｂ．導き出された利用可能性エンジン
　背景／動機づけ
　動機づけは、モデル・ベースの価格設定実施例におけるそれと非常に似ている。
【０１１０】
　「スケジュール型」価格モデルの意味は、２つの単一の見積もりを用いて往復の見積も
りを形成することはできず、したがって問い合わせを可能なすべての日付対に対して実行
しなければならず、日付対が多数あるためにこれを行なうことは禁止であり、その原因は
このデータを得るコスト及びデータを記憶するために必要なスペースであるということで
ある。しかしながら往復価格は、往路及び復路脚に対して利用できる利用可能な運賃を、
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いくつかのルールとともに、組み合わせた結果である。こうして、利用可能性及びルール
を知ることができるならば、往復の問い合わせを「再利用可能な」脚に分解して、それら
を用いて新しい「往復」価格を構成することが、低予算価格モデルを伴う航空会社に対し
て用いるものと同様の（しかしながら異なる）方法で可能である。
【０１１１】
　導き出された利用可能性エンジンの実施例
　世界配信システムは、ＯＡＧ（オフィシャル・エアライン・ガイド：たとえば、ｗｗｗ
．ｏａｇ．ｃｏｍを参照）からスケジュールを、ＡＴＰＣＯから運賃を、及び航空会社か
ら運賃クラス利用可能性を収集して、この情報をその独自のシステムに記憶する。この記
憶した情報をそれらの供給源から定期的に更新する。ある経路及び日付に対する見積もり
について、ＧＤＳに問い合わせが来た場合、ＧＤＳは以下のステップを行なう。
１．スケジュールから有効な旅程を決定する。
２．旅程に対する有効な運賃を計算する（ＧＤＳによっては価格設定エンジンを有してお
らず、サード・パーティ・エンジン、たとえばＳＩＴＡによって提供されるもの（たとえ
ば、ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｓｉｔａ．ａｅｒｏ／を参照）を用いて、正確な価格が各旅
行旅程に対して適用されることを確実にする）。
３．これらの運賃の利用可能性を見つける。
４．正確な税金及び追加料金を加える。
【０１１２】
　ステップ１を経路サービスにおいて実現しても良い。具体的には、ステップ１の実現を
、時刻表及びどれを販売できるかについてのルールを用いて行なっても良い。ユーザ問い
合わせがあると、切符を購入することができる有効な旅程を特定することができる。
【０１１３】
　航空会社は運賃をＡＴＰＣＯに送信し、ＡＴＰＣＯはこれらのデータに対する申込みを
提供する。しかしながら、これらの未処理の運賃及びルールを変換して、ある問い合わせ
に対して正確な運賃を決定するためのシステムに入れることは、非常な努力であろう。幸
いなことに、ＡＴＰＣＯは、ＦＲＯＰ（運賃ルール出力製品）と呼ばれるデータ供給にお
ける合併運賃及びルール・データを供給する。ＦＲＯＰデータを、主要なカテゴリに対し
てまとめられたルール条件と運賃情報とを含む固定長の記録ファイルで送信する。したが
ってステップ２を、ＦＲＯＰデータを用いて行なうことができる。またそれを、航空会社
からの運賃ルール及び価格を、価格設定エンジンを用いて組み合わせることによって、実
現することもできる。
【０１１４】
　ＡＴＰＣＯはまた、旅程及びサービス料税金の供給を与える。税金及び追加料金エンジ
ンとして、これらの申込みにおけるデータを取ってそれらを用いて、ある運賃に対して顧
客が支払うであろう全体価格を計算し、その結果、ステップ４をエミュレートするエンジ
ンを構築することができる。
【０１１５】
　ＧＤＳ運賃の低コスト計算に対して唯一残っている項目は利用可能性－ステップ３であ
る。利用可能性を導き出すことが、ライブ更新の結果（ステップ１～４の最終結果）を上
記で概略したステップ１、２、及び４の計算と比較することによって可能であり、すなわ
ち、経路サービス、ＦＲＯＰから得られる運賃、ならびに税金及び追加料金エンジンを組
み合わせることによって、すべての可能な運賃を計算することが可能であり、ライブ更新
から得られる観察された運賃を用いて、可能な運賃のうちどれを用いたかを、したがって
算出された運賃のうちどれが利用可能であったかを推測することができる。図２における
図表に示すのは、このような「階差」エンジンを用いて運賃クラスの利用可能性をライブ
更新から導き出すことができる方法である。
【０１１６】
　利用可能な運賃が往復フライトの往路及び復路脚の両方に対して分かっている場合、往
復価格の計算を、たとえ往復における特定の日付対が観察されていなくても行なうことが
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できる。見積もりをモデリングするこの方法は、結合可能な単一脚（ＳＬＣ）として知ら
れている。ＳＬＣは「低予算」価格モデルと同様である。ただし、低予算の場合には往復
の往路及び復路脚は片道切符としても有効であるということを除く。低予算の場合、復路
を構成することは単に、復路及び往路脚価格を加える問題である（ＳＬＣ構造は、日付対
に対する有効な運賃を見つけた後に利用可能性を適用する必要があるために、わずかによ
り複雑である）。
【０１１７】
　運賃の価格は増加したが、利用可能性は同じままである場合、導き出された利用可能性
エンジンを用いて新しい価格を計算することが、それが観察されていなくても可能である
。
【０１１８】
　導き出された利用可能性をこのように供給することを行なうことには、ＧＤＳを用いる
場合と比較して、さらなる利益がある。ＧＤＳにおいて純粋な計算を行なっても、航空会
社またはＯＴＡウェブ・サイト上で運賃を「見つけられる」ことを保証するものではない
が、観察された運賃は、定義上は、見つけられる。また純粋な計算では、追加料金、利幅
、割引、及び個人運賃（観察された運賃に組み込まれる可能性がある）を考慮していない
。
【０１１９】
　なお、運賃価格は必ずしも変わるものではなく、特定のフライトに対して多くの異なる
運賃が存在し、各運賃の利用可能性が変わる可能性がある。収益管理ソフトウェアはどの
運賃が利用可能であるかを連続的に変える場合があるため、より安価な切符が消滅してし
まうことが、収益管理がその切符を取り消して収益を増加させるために起こり得る。
【０１２０】
　利益
・利用可能性を見つけるためにＧＤＳまたは航空会社予約システムへの問い合わせが必要
なのではなくて利用可能性を導き出す。
・真の利用可能性ではなくて見積もられた利用可能性に基づいて新しい価格を計算する。
・利用可能性及び運賃ルールに基づいて新しい価格を見積もることを、新しい価格の観察
された事例を伴うことなく行なう。
【０１２１】
　潜在的な他の応用例
　航空会社にその独自の商品の価格設定を提供すること。なぜならば、航空会社はやはり
、現時点でこの価格設定をＧＤＳから高コストで行なっているからである。
【０１２２】
　会社は、フライト・データ価格をかなり低コストで見つけることに関心がある。
【０１２３】
　アーキテクチャ概略実施例
　運賃利用可能性及び価格に対する見積もりサービスが提供されるサーバ（実際であって
も良いしまたは仮想であっても良い）が提供される。関連するウェブ・サイト、スマート
フォン・アプリ、企業間サービス、従来の航空会社（たとえば、英国航空、カンタス、Ｋ
ＬＭなど）との接続、低予算航空会社（たとえば、ライアンエアー、イージージェット、
ジャーマンウィングスなど）との接続、及び旅行予約ウェブ・サイト（たとえば、ｌａｓ
ｔｍｉｎｕｔｅ．ｃｏｍ、オポド、トムソンなど）を提供しても良い。
【０１２４】
　旅行予約ウェブ・サイト及び航空会社が、入力データを、運賃利用可能性及び価格に対
する見積もりサービスを提供するサーバに対して提供しても良い。出力をサーバが、公共
のアプリケーション・プログラミング・インターフェース（ＡＰＩ）たとえばパートナー
企業に提供しても良い。出力をサーバが、検索用ウェブ・サイトに、検索用モバイル・ウ
ェブサイトに、及びスマートフォン上のアプリに提供することを、ユーザ用に行なっても
良い。サーバと入力データ・ソースとの間の接続構成実施例、パートナー及びユーザに対
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する出力を図８に示す。
【０１２５】
　サーバにおける検索では、ユーザは出発地（たとえば、個々の空港、複数の空港を含む
都市、または複数の空港を含む国とすることができる）を指定しても良い。サーバにおけ
る検索では、ユーザは目的地（たとえば、個々の空港、複数の空港を含む都市、または複
数の空港を含む国とすることができる）を指定しても良い。サーバにおける検索では、ユ
ーザは、出発日または出発日の範囲（たとえば、日付範囲、またはカレンダ月、または不
特定の日付（たとえば翌年における任意の日付などの日付範囲を含むことができる））を
指定しても良い。サーバにおける検索では、ユーザは、帰国日または帰国日の範囲（たと
えば、日付範囲、またはカレンダ月、または不特定の日付（たとえば翌年における任意の
日付などの日付範囲を含むことができる））を指定しても良い。サーバにおける検索では
、ユーザは片道切符を指定しても良いしまたは往復切符を指定しても良い。ユーザは、特
定の年齢範囲における乗客の数を指定しても良い。ユーザは、切符のクラスを指定しても
良い（たとえば、エコノミー、プレミアム・エコノミー、ビジネス・クラスまたはファー
スト・クラスなど）。ホテルに対する並行検索を行なっても良い。貸し自動車に対する並
行検索を行なっても良い。直行便に対する好みを示しても良い。ユーザ・インターフェー
ス実施例を図９に示す。さらなるユーザ・インターフェース実施例を図１２に示す。これ
は、柔軟な検索の実施例である。なぜならば、出発は、ロンドン（英国）において用いる
空港は何であっても良いことを示しており、目的地は、オーストラリアにおける任意の空
港が許可されることを示しているからである。
【０１２６】
　出力検索結果には、検索基準を満たすフライトのリストが含まれていても良い。グラフ
ィカル・インジケータ（たとえば、スライダー・バー）を設けて、外国行きフライトの出
発時間範囲を限定しても良い。グラフィカル・インジケータ（たとえば、スライダー・バ
ー）を設けて、往復フライトの出発時間範囲を限定しても良い。選択可能なタブを設けて
、フライトをコストが増加する順番に配置するようにしても良い。選択可能なタブを設け
て、フライトを旅行時間が増加する順番に配置するようにしても良い。選択可能なタブを
設けて、フライトを航空会社名がアルファベット順に並ぶ順番に配置するようにしても良
い。ユーザ・インターフェース実施例を図１０に示す。
【０１２７】
　ユーザによる検索実施例では、出発地と目的地との間のフライト（片道フライトであっ
ても良いしまたは往復フライトであっても良い）が、外国行きフライト日に対して、該当
する場合には往復のフライト日に対して要求される。検索プロセス実施例では、第１のス
テップにおいて、出力を示すパートナー検索ウェブ・サイトを選択する。第２のステップ
では、すでにキャッシュされた関連する価格を特定する。第３のステップでは、利用でき
ない関連する価格を特定して更新する。第４のステップでは、新しいデータを浄化して保
存する（たとえば、税金及び料金取り除いても良く、実際のフライト・オペレータは誰か
を特定しても良い）。第５のステップでは、価格をユーザに返された。検索プロセスを行
なうためのシステムの実施例を図１１に示す。
【０１２８】
　柔軟な検索では、出力データによって、柔軟な検索基準（たとえば、目的地はオースト
ラリアにおける任意の空港であり、英国のロンドンにおける任意の空港から出発する）を
満たす目的地空港のリストが提供されても良い。リストは価格の昇順に列記されていても
良い。ユーザ・インターフェース出力の実施例を図１３に示す。特定の空港が選択された
ら、旅行の往路脚に対する最低価格を、往路出発日の関数として、たとえば、選択可能な
カレンダ月に対して示しても良く、旅行の復路脚に対する最低価格を、復路出発日の関数
として、たとえば、選択可能なカレンダ月に対して、選択した出発及び目的都市または空
港に対して示しても良い。ユーザ・インターフェース出力の実施例図１４に示す。
【０１２９】
　閲覧検索を提供しても良い。閲覧サービスを、スマートフォン・アプリのユーザまたは
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検索ウェブ・サイトのユーザに提供しても良い。閲覧サービスによって、閲覧した価格デ
ータにアクセスしても良い。閲覧した価格データには、ウェブサイト・コンテンツから削
り取られたデータが含まれていても良い。閲覧サービスを、公共のアプリケーション・プ
ログラミング・インターフェース（ＡＰＩ）に接続しても良い。閲覧サービスを、航空会
社サーバに接続しなくても良いし、他の旅行情報サービス事業者のサーバに接続しなくて
も良い。閲覧検索に対するアーキテクチャの実施例を図１５に示す。
【０１３０】
　運賃利用可能性及び価格に対する見積もりサービスの提供を含むシステムに対する全体
システム・アーキテクチャの実施例を、図１６に示す。
【０１３１】
　以下のセクションでは、どのように航空運賃を計算するか及びＧＤＳの役割についての
背景情報を示す。
【０１３２】
　Ｃ．世界配信システム入門
　世界配信システム（ＧＤＳ）は、利用可能性、価格、及び航空会社に対する関連サービ
スを含むシステムであって、ここを通して予約をし切符を発行することができるシステム
と規定しても良い。ＧＤＳによって、これらの機能は、申し込み旅行代理店、予約エンジ
ン、航空会社、及び他の申込み者にとって利用可能になる。ＧＤＳ構成実施例を図１７に
示す。より一般的な用語は「配信システム」である。これには、航空輸送以外の輸送のモ
ード（たとえば、列車など）に対する予約ができることが含まれていても良い。
【０１３３】
　経路探索
　歴史的には、航空会社ネットワークの成長につれて、ＧＤＳによって経路探索が加えら
れた。潜在的で可能な接続の数が指数関数的に増加したときに（ＳＯＦ－ＮＹＣには多く
の接続点がある。たとえば、ＳＯＦ－ＩＳＴ－ＮＹＣ、ＳＯＦ－ＦＲＡ－ＮＹＣ、ＳＯＦ
－ＭＯＷ－ＣＰＨ－ＮＹＣなど）、ＧＤＳはこの「接続」建造物のレイヤーを加えて、異
なる価格設定可能経路の数を減らした。そのため、多くの運賃及びルールを処理する必要
がない。それらはそれを非常に鈍い方法－静的経路及び接続表で行なった。この方法がそ
れらに伝えるのは、ゾーン（議論を単純にするためにＡＴＰＣＯ－ＵＳ－ＥＵＲ、ＥＵＲ
－ＡＰＡＣによって規定する）間を飛行するために、本質的に、ＳＯＦ－ＮＹＣ間の経路
探索都市に、潜在的に間違った方向における結合（たとえばＩＳＴ）を含んでいるが、多
数の都市を可能な接続としては却下する。たとえば、フライトＳＯＦ－ＰＲＧ－ＣＰＨ－
ＮＹＣは複雑すぎて潜在的に費用がかかると見なされる場合があり、そのため経路探索段
階で落とされる。
【０１３４】
　接続構築
　経路指定を設定した後に、接続構築が、航空会社、フライト数、及び接続制限（最小接
続時間（ＭＣＴ）表に含まれている）を調べることを始める。ＭＣＴ（ＯＡＧによって配
信される）は、フライト／航空会社が時間の点でどのように接続できるかについての一般
的なルールを明記する複雑な文献である。たとえば、長距離ＵＳ－ＥＵがＬＨＲにおいて
ＥＵ－ＥＵに接続する場合、１２０分ＭＣＴが適用される。一般的なルールは解釈が簡単
であるが重要である。誰かがＭＣＴパラメータの範囲外で予約しようとした場合、手動無
効化が必要である。
【０１３５】
　興味深いのは、ＭＣＴ例外（約２００，０００ほど）である。これはＤＬフライト＃０
０３がＡＦフライト＃００４に接続する場合にまでなって、５５分が必要となる可能性が
ある。しかしながら、ＤＬフライト＃００３がＣＤＧのゲート１９に到着して、接続フラ
イトＡＦ００９がゲート４９から出発する場合、ＭＣＴとして６５分が適用される等であ
る。すべての例外のうち約７０，０００がエール・フランス（ＡＦ）及びパリ・シャルル
・ド・ゴール空港（ＣＤＧ）に対するものである。そういうわけで、多くの乗客が飛行す
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るには最悪であると考えている。
【０１３６】
　運賃
　運賃の実施例は価格設定契約である。これは、航空会社が提供するサービスに対する価
格（基本運賃）を指定する。価格は、サービス・クラス、クラス・タイプ（Ｙ、Ｑ、Ｊ、
Ｍ、Ｈなど）、及び旅行のタイプ（片道、往復、複数路線（ｍｕｌｔｉ－ｃｉｔｙ）、世
界一周（ＲＴＷ））によって規定される。
【０１３７】
　実施例では、各運賃には、それに適用される付された数のルール及び制限が付随してお
り、運賃を、単なるエクセル行（スプレッドシートまたはＣＳＶファイル）ではなく、２
０～３０ページ長の契約として考える。運賃を大きいエクセル・スプレッドシート内の行
として考え、列がどの特徴を運賃が有しているかを示すと考えるのではなく、その代わり
に、運賃を、それ自体で、多くのパラメータ及び制限を伴う複雑な事柄と考えるべきであ
り、したがってむしろ契約に近い。運賃は、誰が、いつ、どのように運賃－乗客タイプを
用いることができるか、いつ運賃が適用可能であるか（ＮＶＢ、ＮＶＡ－前に有効ではな
い、後に有効ではない）、及びたくさんの他の制限を規定している。運賃は、公共運賃（
あらゆる再販業者にとってアクセス可能）の可能性もあるし、または個人運賃（指定され
た再販業者／販売者にとってアクセス可能）の可能性もある。
【０１３８】
　運賃は航空会社によって与えられる。それらは、市場に対する一般的なレベルで規定さ
れ、旅行及び発券日によって制限される。当然に、運賃はプライス・ポイントを表してい
る。
【０１３９】
　運賃アップロード及び配信
　アップロード及び配信ＡＴＰＣＯは、業界における運賃及び運賃配信を取り扱う業界団
体である。ＳＩＴＡのみに配信する航空会社が少数存在する（ブルガリア航空が例である
）。
【０１４０】
　スケジューリング
　これまで、ＡＴＰＣＯは運賃を特定のスケジュールで発売しているが、航空会社からの
要求によって、この組織は運賃を１時間毎に発売することを始めた。これによって、航空
会社は、利用可能性制御に対してのみ適していない市場変化への迅速な反応を確実にする
ことができる。
【０１４１】
　ＳＩＴＡはその運賃の発売を、平日は１日に４回行ない、週末は３回行なう。またＧＤ
Ｓ内で存続する運賃が存在する（ＧＤＳ特有の運賃または交渉）。この運賃は、完全にＧ
ＤＳの制御下にあり、一般的な配信スケジュールには従わない。
【０１４２】
　運賃ルール及び制限及びカテゴリ
　運賃データ、運賃クラス・データ、及び運賃制限データを提供する。
【０１４３】
　価格設定はどのように動作するか（非常に高いレベル）？
　ルールの計算を、価格設定エンジンによって、ルール記録、表、及びサブ表の非常に厳
密な順番で行なう。特定のルール記録が見つからない場合は、それらをすべて規定する一
般的なルールが存在する。
【０１４４】
制限データ
－運賃クラスは、特定の運賃に対するルールがあることをエンジンに伝える。
－カテゴリ制御は、どんなタイプの制限が存在するかをエンジンに伝える。
－エンジンが関連情報を得るために読むときに、カテゴリ・データ表は最後である。
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【０１４５】
　たとえば、運賃クラスはエンジンに、ルールが付されていることを伝える。ルールはカ
テゴリ１５（販売制限）であり、これは、カテゴリ・データ表を調べた後で、それについ
ての付加情報（どのタイプであるか、何がルール及び制限であるか）を引き出す。
【０１４６】
　運賃クラス記録、運賃カテゴリ、及びカテゴリ・データ表に関する運賃の実施例を、図
１８に示す。
【０１４７】
　運賃表示対運賃見積もり及びプロセス
　多くの業界専門家が、用語の運賃表示と運賃見積もりとを交換可能に用いているが、こ
れは熟練者にとっては許容できない。それについて説明する。
【０１４８】
　運賃表示
市場運賃及び関連するルールの包括的な統合された概念。これによって代理店は以下のこ
とができる。
－運賃ルールを比較すること（Ｎ．Ｂ！価格ではない）
－契約期間（運賃ルール）を乗客に伝えること
【０１４９】
　運賃見積もり
　契約期間を適用した後の最終価格。これには、乗客に与えたいことのほとんどが取り込
まれている。
－すべての税金
－すべての追加料金
－それに関連するすべてのルール
－最終価格
【０１５０】
　運賃価格設定オプションを提供するプロセスの実施例を図１９に示す。
【０１５１】
　利用可能性
　利用可能性の知識は業界では非常に重要である。利用可能性によって、航空会社はその
余裕分（シート）を制御することができ、また経路がどのくらい収益性があるかを管理す
る別の方法を加えることが、利用可能性バケットを開閉することによってなされる。これ
は収益管理システム（ＲＭ）によって管理される。
【０１５２】
　あるＲＭは複雑なルールを管理する機能が高いが、一方で、利用可能性ルールのほとん
どは統計学者及び数学者の内部部局によって形成されているため、複雑さは高い。
【０１５３】
　あるシート／クラスのサービスが利用可能であるか否かをチェックしたいと望んだ場合
に、利用可能性を受け取る主な方法が３つ存在する。
【０１５４】
　ｉ）ＮＡＶＳ／ＡＶＳ
　ＮＡＶＳ＝シート・クラス当たりの単純な数値による利用可能性。実施例：Ｙ９Ｈ３Ｍ
０Ｌ８．．．
　ＡＶＳ＝利用可能性ステータス－これは、フライト・オープン／クローズド、キャンセ
ル待ちリストに対してオープンなど。
【０１５５】
　ｉｉ）ポーリング
ＣＸＲ（航空会社）は、より良好な接続が低下するならば、ＮＡＶＳ／ＡＶＳを表示とし
て用いることができる。これらのＣＸＲでは、収益管理ルールを用いており、実際の利用
可能性及びすべての利用可能性情報を得るためにポーリングする必要がある。
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【０１５６】
　航空会社及び／またはフライトの中にはポーリングを必要とするものがあり、そのため
の命令はＭＲ（市場制限）である。ＧＤＳがＡＶＡを要求したときに、タグがＭＲである
ならば、ＧＤＳはポーリングして、正しい利用可能性を求める必要がある。残念ながら、
ＮＡＶＳ／ＡＶＳはこれらのタグを示さないため、ＧＤＳがＮＡＶＳ／ＡＶＳをタグ付き
フライトに対して用いると、間違った利用可能性を表示する場合がある。
【０１５７】
　ｉｉｉ）キャッシュＤＢ
　ポーリング及びＮＡＶＳ／ＡＶＳを減らすために、価格設定エンジンは複雑なキャッシ
ュＤＢを発展させた。それらは正確ではないけれども、情報を記憶するときに、呼び出し
を減らすという目標をある程度達成する。
【０１５８】
　価格設定エンジン、ＡＶＳ／ＮＡＶＳ、シームレス（ポーリング）、キャッシュＤＢ、
及び航空会社ホストの間の関係の実施例を、図２０に示す。
【０１５９】
　利用可能性サーバ実施例
　キャッシング・メカニズムを、オフライン・トラフィックによって供給しても良いが、
オンライン・チャンネルによって用いられる。利用可能性サーバは、キャッシュされたデ
ータをルール（双方向ポーリング）に基づいて更新すること、及び予約に対するわずかな
不一致も警告することができても良い。利用可能性サーバを含むシステム実施例を図２１
に示す。
【０１６０】
　注記
　前述したステップを実施することを、標準的な良く知られたプログラミング技術を用い
て行なうことができる。前述した実施形態の新しさは、特定のプログラミング技術にある
のではなく、記載したステップを用いて記載した結果を達成することを含んでいる。本発
明の一部を具体化または形成するソフトウェア・プログラミング・コードは典型的に、永
続的な非一時的記憶装置に記憶される。クライアント／サーバ環境では、このようなソフ
トウェア・プログラミング・コードを、サーバに付随する記憶装置を用いて記憶しても良
い。ソフトウェア・プログラミング・コードは、データ処理システムとともに用いる種々
の知られている媒体（たとえばディスケット、またはハード・ドライブ、またはＣＤ－Ｒ
ＯＭ）のいずれか上で具体化しても良い。コードをこのような媒体上で配信しても良いし
、またはユーザに配信することを、あるコンピュータ・システムのメモリまたは記憶装置
からあるタイプのネットワークを介して他のコンピュータ・システムに行なって、このよ
うな他のシステムのユーザが使用できるようにしても良い。ソフトウェア・プログラム・
コードを物理媒体上で具現化し及び／またはソフトウェア・コードをネットワークを介し
て配信するための技術及び方法は良く知られており、本明細書でさらに説明することはし
ない。
【０１６１】
　当然のことながら、説明の各要素及び説明における要素の組み合わせを実施することを
、明記した機能もしくはステップを実行する汎用及び／もしくは専用のハードウェア・ベ
ースのシステム、または汎用及び／もしくは専用のハードウェア及びコンピュータ命令の
組み合わせによって、行なうことができる。
【０１６２】
　これらのプログラム命令をプロセッサに与えて装置を形成することを、プロセッサ上で
実行される命令が、説明で明記した機能を実施するための手段を形成するように行なって
も良い。コンピュータ・プログラム命令をプロセッサによって実行して一連の動作ステッ
プをプロセッサに行なわせて、コンピュータで実施されるプロセスを形成して、命令がプ
ロセッサ上で実行されると、説明で明記した機能を実施するためのステップを与えるよう
にしても良い。それに応じて、図１～１７及び２２は、明記した機能を行なうための手段
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の組み合わせ、明記した機能を行なうためのステップの組み合わせ、及び明記した機能を
行なうためのプログラム命令手段をサポートしている。
【０１６３】
　当然のことながら、前述の配置は単に、本発明の原理に対する適用を例示するだけであ
る。多くの変更及び代替的な配置を、本発明の趣旨及び範囲から逸脱することなく考案す
ることができる。本発明を、個別性及び詳細を伴って、図面で示し、上記で十分に説明す
ることを、現時点で本発明の最も現実的で好ましい実施例とみなされるものに関して行な
ってきたが、当業者には明らかなように、本明細書で述べる本発明の原理及びコンセプト
から出発することなく、多数の変更を施すことができる。
【０１６４】
　コンセプト
　複数のコンセプト（以下にコンセプト「Ａ～Ｈ」と記述する）が本開示に含まれている
。以下は、これらのコンセプトを規定するのに有用であり得る。コンセプトの態様を組み
合わせても良い。
【０１６５】
　Ａ．価格見積もりを提供する方法
　価格見積もりを提供する方法であって、（ｉ）コンピュータ・サーバによって、物品ま
たはサービスに対する価格たとえば航空運賃とともにそれら物品またはサービスを規定す
るパラメータに対する要求を受け取るステップと、（ｉｉ）前述のステップ（ｉ）に対す
る任意の時点において、不完全な過去の価格データセットから見積もり価格を決定するこ
とを、そのデータセットにおけるパターンを分析することによって行なうように、１また
は複数のプロセッサを構成するステップと、（ｉｉｉ）パラメータを満たす物品またはサ
ービスに対する要求価格に対する見積もりを計算するように１または複数のプロセッサを
構成するステップと、（ｉｖ）価格見積もりを、エンド・ユーザ・コンピューティング・
デバイス、たとえばパーソナル・コンピュータ、スマートフォンまたはタブレットに送る
ステップと、を含む方法が提供される。
【０１６６】
　前述のものは、以下のうちのいずれかを、単独でまたは組み合わせて、さらに含んでい
ても良い。
・本方法において、それら物品またはサービスを規定するパラメータには、行為タイプ、
たとえば航空運賃、ホテル予約、鉄道運賃；日付範囲；目的地；起点；所望の天候条件；
星評価；キーワード；任意の他のユーザ定義の好みのうちの１または複数が含まれる。
・見積もり価格の決定を、見積もり価格を推測するか、導き出すか、または予測すること
によって行なう。
・ステップ（ｉｉ）には、（ａ）過去の価格見積もりをコンピュータ・データ・ストアか
ら得ることと、（ｂ）過去の価格見積もりをカテゴリによってグループ分けすることと、
（ｃ）各グループに対する統計データを導き出すことと、（ｄ）コンピュータ上に、各グ
ループに対して、導き出した統計データを含む分類器を記憶することと、（ｅ）記憶した
分類器を用いて、要求価格が対応するグループを特定することと、が含まれる。
・ステップ（ｉｉｉ）には、要求価格に対する見積もりの組を指定された日付範囲に渡っ
て計算することを、特定したグループに対応する記憶した分類器から得られる統計データ
を用いて行なうことが含まれる。
・ステップ（ｉｉ）には、ルールを用いてデータセットにおけるパターンを分析すること
が含まれる。
・ステップ（ｉｉ）には、価格の確率モデルを生成する単純ベイズ分類器機械学習アプロ
ーチが含まれ、そのモデルを用いて観察されない価格を予測する。
・観察された価格とそれらに対応する特徴の組とを用いて分類器をトレーニングする。
・特徴は、要求に関しており、週の出発日、滞在日数、土曜日滞在、航空会社、旅行する
時間、経路、月のうちの１または複数を含む。
・分類器は次に、観察されない価格の価格を予測することを、特徴の組を与えられること



(27) JP 2019-79568 A 2019.5.23

10

20

30

40

50

と、それらの特徴を有する可能性が最も高い価格を与えることとによって行なう。
・特徴を導き出すことを、複数のモデルを異なる特徴を用いてトレーニングすることと、
異なるモデルの予測精度を比較することと、によって行なっても良い。
・ステップ（ｉｉ）には、過去の価格から統計モデルを構築することと、欠落している見
積もり候補を特定することと、統計モデルに基づいて見積もり候補を価格設定することと
、が含まれる。
・各候補見積もりに対して価格を見積もることを、見積もりからカテゴリ特徴値を抽出す
るステップと、抽出したカテゴリに対して、トレーニングされた分類器をデータ・ベース
から取り出すステップと、見積もり候補からすべての特徴値を抽出するステップと、候補
見積もりを分類することを、分類器内に記憶された各価格帯に対してベイズ事後確率を計
算することと、最も高いベイズ事後確率を伴う価格帯クラスを選択することと、価格クラ
スを候補見積もりに付することと、によって行なうステップと、において行なう。
・統計モデルに対する入力には、経路のリスト、分類器カテゴリ分類方式、過去の見積も
り、重みを伴うサポートされた特徴の組が含まれる。
・過去の見積もりを年齢によってフィルタリングする。
・統計モデルに対する入力には逆向き経路同等物が含まれる。
・本方法には、価格見積もりの組にキャッシュされた運賃価格を含むステップが含まれる
。
・価格見積もりの組は、ステップ（ｉ）の後に配信システムに問い合わせることなく構成
されている。
・価格は片道旅行である旅行に対するものである。
・価格は往復旅行である旅行に対するものである。
・価格には航空運賃価格が含まれる。
・価格には鉄道運賃価格が含まれる。
・価格には貸し自動車価格が含まれる。
・価格にはホテル価格が含まれる。
・要求には柔軟な検索要求が含まれる。
・本方法の最終結果は、最大で入力日付または入力日付対当たり１つの見積もりである。
・本方法には、（Ａ）ステップ（ｉ）に対する任意の時点において、不完全な過去の価格
データセットから見積もり価格の確信範囲を決定することを、そのデータセットにおける
パターンを分析することによって行なうように１または複数のプロセッサを構成するステ
ップと、（Ｂ）パラメータを満たす物品またはサービスに対する要求価格に対する見積も
り価格の確信範囲を計算するように、１または複数のプロセッサを構成するステップと、
が含まれている。
・本方法にはさらに、（Ｃ）確信範囲とともに運賃価格見積もりを、エンド・ユーザ・コ
ンピューティング・デバイス、たとえばパーソナル・コンピュータ、スマートフォン、ま
たはタブレットに提供するステップが含まれる。
・本方法にはさらに、価格をユーザに表示するかまたは起こりそうな価格範囲をユーザに
提供するかを確信範囲を用いて決定するステップが含まれる。
・起こりそうな価格範囲をエラー・バーとして表示する。
・日付範囲には１つの出発日のみが含まれる。
・日付範囲には１つの帰国日のみが含まれる。
・本方法には、指定した出発日範囲及び指定した帰国日範囲に対する最良の往復運賃価格
見積もりの組を提供する方法が含まれ、ステップ（ｉ）には、出発地から目的地までの旅
行に対する指定した出発日範囲及び指定した帰国日範囲に対する往復運賃価格に対する要
求を受け取ることが含まれ、ステップ（ｉｖ）には、指定した出発日範囲及び指定した帰
国日範囲に対する最良の往復運賃価格見積もりの組を提供することが含まれる。
・最良の往復運賃価格見積もりの組はバー・チャート形式で提供される。
・見積もりプロセスが、分類結果を許容するのに必要な最小ベイズ事後確率、候補の生成
に関与する経路オペレータの最大数、またはタイを回避するためにベイズ事後確率に付加
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されるランダム変動のうちの１または複数によってパラメータ化される。
・本方法は、運賃利用可能性及び価格に対する見積もりサービスが提供されるサーバ上で
行なう。
【０１６７】
　価格見積もりを提供するように構成されたサーバであって、（ｉ）物品またはサービス
に対する価格たとえば航空運賃とともにそれら物品またはサービスを規定するパラメータ
に対する要求を受け取ることであって、パラメータには、行為タイプ、たとえば航空運賃
、ホテル予約、鉄道運賃；日付範囲；目的地；起点；所望の天候条件；星評価；キーワー
ド；任意の他のユーザ定義の好みのうちの１または複数が含まれる、受け取ることと、（
ｉｉ）前述の（ｉ）に対する任意の時点において、不完全な過去の価格データセットから
見積もり価格を決定することを、そのデータセットにおけるパターンを分析することによ
って行なうことと、（ｉｉｉ）パラメータを満たす物品またはサービスに対する要求価格
に対する見積もりを計算することと、（ｉｖ）価格見積もりを提供することと、を行なう
ように配置されたサーバが提供される。
【０１６８】
　サーバは、以下のうちのいずれかを、単独でまたは組み合わせて、さらに含んでいても
良い。
・（ｉｉ）サーバは、コンピュータ・データ・ストアから過去の価格を得ること、過去の
価格をカテゴリによってグループ分けすること、各グループに対する統計データを導き出
すこと、各グループに対して、導き出された統計データを含む分類器を記憶すること、要
求価格が対応する記憶した分類器を用いてグループを特定すること、を行なうように配置
されている。
・サーバは、要求価格に対する見積もりの組を指定された日付範囲に渡って計算すること
を、特定したグループに対応する記憶した分類器から得られる統計データを用いて行なう
ように配置されている。
・サーバはさらに、コンセプトＡの態様のいずれかに属する方法を実行するように配置さ
れている。
【０１６９】
　非一時的な記憶媒体上で具体化されるコンピュータ・プログラム製品であって、コンピ
ュータ・プログラム製品は、コンピュータ上で実行されると、価格見積もりを提供するよ
うに配置され、コンピュータ・プログラム製品は、コンピュータ上で実行されると、（ｉ
）物品またはサービスに対する価格たとえば航空運賃とともにそれら物品またはサービス
を規定するパラメータに対する要求を受け取ることであって、パラメータには、行為タイ
プ、たとえば航空運賃、ホテル予約、鉄道運賃；日付範囲；目的地；起点；所望の天候条
件；星評価；キーワード；任意の他のユーザ定義の好みのうちの１または複数が含まれる
、受け取ることと、（ｉｉ）前述の（ｉ）に対する任意の時点において、不完全な過去の
価格データセットから見積もり価格を決定することを、そのデータセットにおけるパター
ンを分析することによって行なうことと、（ｉｉｉ）パラメータを満たす物品またはサー
ビスに対する要求価格に対する見積もりを計算することと、（ｉｖ）価格見積もりを提供
することと、を行なうように配置されたサーバが提供される。
【０１７０】
　コンピュータ・プログラム製品を、コンセプトＡのいずれかの態様の方法を実行するよ
うに配置しても良い。
【０１７１】
　コンセプトＡのいずれかのサーバのサーバと接続されたコンピュータ端末であって、コ
ンピュータ端末は、出発地から目的地までの旅行に対する指定された日付範囲に対する価
格見積もりに対する要求を送るように配置され、コンピュータ端末はさらに、価格見積も
りを受け取るように配置されているコンピュータ端末が提供される。
【０１７２】
　物品またはサービス、たとえば航空券であって、その物品またはサービスに対する価格
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見積もりがコンセプトＡのいずれかの態様において規定された方法またはコンセプトＡの
いずれかの態様において規定されたサーバを用いて提供される物品またはサービスが提供
される。
【０１７３】
　ウェブ・ベースの価格比較ウェブ・サイトであって、エンド・ユーザがそのウェブ・ベ
ースの価格比較ウェブ・サイトとのやり取りを、物品またはサービスに対する価格に対す
る要求を提供することによって行なうことができ、そのウェブ・ベースの価格比較ウェブ
・サイトは、その要求を、コンセプトＡのいずれかの態様に属する方法を用いて価格を見
積もるサーバに提供するウェブ・ベースの価格比較ウェブ・サイトが提供される。
【０１７４】
　Ｂ．旅行に対してどの運賃クラスが利用可能であるかを推測する方法
　特定の日付における出発地から目的地までの旅行に対してどの運賃クラスが利用可能で
あるかを推測する方法。本方法には、（ｉ）特定の日付における出発地から目的地までの
旅行に対する運賃価格に対する要求を規定するステップと、（ｉｉ）見積もられた運賃価
格を不完全な過去の価格データセットから推測し、見積もり、または予測することをその
データセットにおけるパターンを分析することによって行なうステップと、（ｉｉｉ）ス
テップ（ｉｉ）の結果を用いて、要求した運賃価格に対する見積もりを計算するステップ
と、（ｉｖ）要求を、特定の日付における出発地から目的地までの旅行に対する運賃価格
に対する配信システムへ送るステップと、（ｖ）配信システムから、特定の日付における
出発地から目的地までの旅行に対する配信システムの運賃価格を受け取るステップと、（
ｖｉ）ステップ（ｉｉｉ）から得た要求した運賃価格に対する計算見積もりを、ステップ
（ｖ）で受け取った配信システムの運賃価格と比較して、特定の日付における出発地から
目的地までの旅行に対してどの運賃クラスが利用可能であるかを推測するステップと、（
ｖｉｉ）特定の日付における出発地から目的地までの旅行に対する推測した運賃クラス利
用可能性を出力するステップと、が含まれる。
【０１７５】
　前述のものは、以下のうちのいずれかを、単独でまたは組み合わせて、さらに含んでい
ても良い。
・本方法において、ステップ（ｉｉ）には、コンピュータ・データ・ストアから過去の運
賃見積もりを得ることと、過去の運賃見積もりをカテゴリによってグループ分けすること
と、各グループに対する統計データを導き出すことと、コンピュータ上に、各グループに
対して、導き出された統計データを含む分類器を記憶することと、記憶した分類器を用い
て、要求した運賃価格が対応するグループを特定することと、が含まれる。
・本方法において、ステップ（ｉｉｉ）には、要求した運賃価格に対する見積もりの組を
指定された日付範囲に渡って計算することを、特定したグループに対応する記憶した分類
器から得られる統計データを用いて行なうことが含まれる。
・配信システムは世界配信システムである。
・推測した運賃クラス価格が各推測した運賃クラス利用可能性に付属している。
・出力をサーバに送るステップが含まれている。
・サーバは航空会社サーバである。
・ステップ（ｉｉ）には、ルールを用いてデータセットにおけるパターンを分析すること
が含まれる。
・ステップ（ｉｉ）には、運賃の確率モデルを生成する単純ベイズ分類器機械学習アプロ
ーチが含まれ、そのモデルを用いて観察されない価格を予測する。
・観察された価格とそれらに対応する特徴の組とを用いて分類器をトレーニングする。
・特徴は要求に関しており、週の出発日、滞在日数、土曜日滞在、航空会社、旅行する時
間、経路、月のうちの１または複数を含む。
・分類器は次に、観察されない運賃の価格を予測することを、特徴の組を与えられること
と、それらの特徴を有する可能性が最も高い価格を与えることとによって行なう。
・特徴を導き出すことを、複数のモデルを異なる特徴を用いてトレーニングすることと、
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異なるモデルの予測精度を比較することと、によって行なっても良い。
・ステップ（ｉｉ）には、過去の価格から統計モデルを構築することと、欠落している見
積もり候補を特定することと、統計モデルに基づいて見積もり候補を価格設定することと
、が含まれる。
・各候補見積もりに対して価格を見積もることを、見積もりからカテゴリ特徴値を抽出す
るステップと、抽出したカテゴリに対して、トレーニングされた分類器をデータ・ベース
から取り出すステップと、見積もり候補からすべての特徴値を抽出するステップと、候補
見積もりを分類することを、分類器内に記憶された各価格帯に対してベイズ事後確率を計
算することと、最も高いベイズ事後確率を伴う価格帯クラスを選択することと、価格クラ
スを候補見積もりに付することと、によって行なうステップと、において行なう。
・統計モデルに対する入力には、経路のリスト、分類器カテゴリ分類方式、過去の見積も
り、重みを伴うサポートされた特徴の組が含まれる。
・過去の見積もりを年齢によってフィルタリングする。
・統計モデルに対する入力には逆向き経路同等物が含まれる。
・本方法には、運賃価格見積もりの組にキャッシュされた運賃価格を含むステップが含ま
れる。
・旅行は片道旅行である。
・旅行は往復旅行である。
・運賃は航空運賃である。
・要求には柔軟な検索要求が含まれる。
・見積もりプロセスが、分類結果を許容するのに必要な最小ベイズ事後確率、候補の生成
に関与する経路オペレータの最大数、またはタイを回避するためにベイズ事後確率に付加
されるランダム変動のうちの１または複数によってパラメータ化される。
・本方法は、運賃利用可能性及び価格に対する見積もりサービスが提供されるサーバ上で
行なう。
【０１７６】
　さらに、特定の日付における出発地から目的地までの旅行に対してどの運賃クラスが利
用可能であるかを推測するように構成されたサーバであって、サーバは、（ｉ）特定の日
付における出発地から目的地までの旅行に対する運賃価格に対する要求を規定することと
、（ｉｉ）見積もられた運賃価格を不完全な過去の価格データセットから推測し、見積も
り、または予測することを、そのデータセットにおけるパターンを分析することによって
行なうことと、（ｉｉｉ）（ｉｉ）の見積もられた運賃の結果を用いて要求した運賃価格
に対する見積もりを計算することと、
（ｉｖ）要求を特定の日付における出発地から目的地までの旅行に対する運賃価格に対す
る配信システムへ送ることと、
（ｖ）配信システムから、特定の日付における出発地から目的地までの旅行に対する配信
システムの運賃価格を受け取ることと、
（ｖｉ）（ｉｉｉ）の計算見積もりから得た要求した運賃価格に対する計算見積もりを（
ｖ）で受け取った配信システムの運賃価格と比較して、特定の日付における出発地から目
的地までの旅行に対してどの運賃クラスが利用可能であるかを推測することと、（ｖｉｉ
）特定の日付における出発地から目的地までの旅行に対する推測した運賃クラス利用可能
性を出力することと、を行なうように配置されているサーバが提供される。
【０１７７】
　サーバにおいて、（ｉｉ）に対して、サーバは、（ａ）コンピュータ・データ・ストア
から過去の運賃見積もりを得ることと、（ｂ）過去の運賃見積もりをカテゴリによってグ
ループ分けすることと、（ｃ）各グループに対する統計データを導き出すことと、（ｄ）
各グループに対して、導き出された統計データを含む分類器を記憶することと、（ｅ）記
憶した分類器を用いて、要求した運賃価格が対応するグループを特定することと、を行な
うように配置されている。
【０１７８】
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　サーバにおいて、（ｉｉｉ）に対して、サーバは、要求した運賃価格に対する見積もり
の組を指定された日付範囲に渡って計算することを、特定したグループに対応する記憶し
た分類器から得られる統計データを用いて行なうように配置されている。
【０１７９】
　サーバはさらに、前述の方法限定のいずれかを含む方法を実行するように配置されてい
る。
【０１８０】
　さらに、非一時的な記憶媒体上で具体化されるコンピュータ・プログラム製品であって
、コンピュータ・プログラム製品は、コンピュータ上で実行されると、特定の日付におけ
る出発地から目的地までの旅行に対してどの運賃クラスが利用可能であるかを推測するよ
うに配置され、コンピュータ・プログラム製品は、コンピュータ上で実行されると、（ｉ
）特定の日付における出発地から目的地までの旅行に対する運賃価格に対する要求を規定
することと、（ｉｉ）見積もられた運賃価格を不完全な過去の価格データセットから推測
し、見積もり、または予測することを、そのデータセットにおけるパターンを分析するこ
とによって行なうことと、（ｉｉｉ）（ｉｉ）の見積もられた運賃の結果を用いて要求し
た運賃価格に対する見積もりを計算することと、（ｉｖ）要求を特定の日付における出発
地から目的地までの旅行に対する運賃価格に対する配信システムへ送ることと、（ｖ）配
信システムから、特定の日付における出発地から目的地までの旅行に対する配信システム
の運賃価格を受け取ることと、（ｖｉ）（ｉｉｉ）の計算見積もりから得た要求した運賃
価格に対する計算見積もりを（ｖ）で受け取った配信システムの運賃価格と比較して、特
定の日付における出発地から目的地までの旅行に対してどの運賃クラスが利用可能である
かを推測することと、（ｖｉｉ）特定の日付における出発地から目的地までの旅行に対す
る推測した運賃クラス利用可能性を出力することと、を行なうように配置されているコン
ピュータ・プログラム製品が提供される。
【０１８１】
　コンピュータ・プログラム製品は、前述の方法限定のいずれかによる方法を実行するよ
うに配置されている。
【０１８２】
　前述のコンセプトＢのサーバ・コンセプトのいずれかのサーバと接続されたコンピュー
タであって、コンピュータは、特定の日付における出発地から目的地までの旅行を規定す
る要求を送るように配置され、コンピュータはさらに、特定の日付における出発地から目
的地までの旅行に対する出力された推測した運賃クラス利用可能性を受け取るように配置
されているコンピュータが提供される。
【０１８３】
　Ｃ．運賃価格を見積もる方法
　運賃価格を見積もる方法であって、本方法は、（ｉ）コンピュータ・データ・ストアか
ら過去の運賃見積もりを得るステップと、（ｉｉ）過去の運賃見積もりをカテゴリによっ
てグループ分けするステップと、（ｉｉｉ）各グループに対する統計データを導き出すこ
とと、（ｉｖ）コンピュータ上に、各グループに対して、導き出された統計データを含む
分類器を記憶するステップと、（ｖ）特定の日付における出発地から目的地までの旅行に
対する運賃価格に対する要求を受け取るステップと、（ｖｉ）記憶した分類器を用いて、
要求した運賃価格が対応するグループを特定するステップと、（ｖｉｉ）要求した運賃価
格に対する見積もりを、特定したグループに対応する記憶した分類器から得られる統計デ
ータを用いて計算するステップと、（ｖｉｉｉ）要求した運賃価格見積もりを提供するス
テップと、を含む。
【０１８４】
　Ｄ．運賃価格を見積もる方法
　運賃価格を見積もる方法であって、本方法は、（ｉ）特定の日付における出発地から目
的地までの旅行に対する運賃価格に対する要求を受け取るステップと、（ｉｉ）見積もら
れた運賃を不完全な過去の価格データセットから推測し、見積もり、または予測すること
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を、そのデータセットにおけるパターンを分析することによって行なうステップと、（ｉ
ｉｉ）ステップ（ｉｉ）の結果を用いて、要求した運賃価格に対する見積もりを計算する
ステップと、（ｉｖ）要求した運賃価格見積もりを提供するステップと、を含む。
【０１８５】
　Ｅ．往復運賃価格見積もりの組を提供する方法
　往復運賃価格見積もりの組を提供する方法であって、本方法は、（ｉ）コンピュータ・
データ・ストアから過去の運賃見積もりを得るステップと、（ｉｉ）過去の運賃見積もり
をカテゴリによってグループ分けするステップと、（ｉｉｉ）各グループに対する統計デ
ータを導き出すステップと、（ｉｖ）コンピュータ上に、各グループに対して、導き出さ
れた統計データを含む分類器を記憶するステップと、（ｖ）出発地から目的地までの旅行
に対する指定された出発日及び指定された帰国日に対する往復運賃価格に対する要求を受
け取るステップと、（ｖｉ）記憶した分類器を用いて、要求した往復運賃価格が対応する
グループを特定するステップと、（ｖｉｉ）指定した出発及び帰国日に対する要求した往
復運賃価格に対する見積もりの組を計算することを、特定したグループに対応する記憶し
た分類器から得られる統計データを用いて行なうステップと、（ｖｉｉｉ）運賃価格見積
もりの組を提供するステップと、を含む。
【０１８６】
　Ｆ．最良の往復運賃価格見積もりの組を提供する方法
　指定した出発日範囲及び指定した帰国日範囲に対する最良の往復運賃価格見積もりの組
を提供する方法であって、本方法は、（ｉ）コンピュータ・データ・ストアから過去の運
賃見積もりを得るステップと、（ｉｉ）過去の運賃見積もりをカテゴリによってグループ
分けするステップと、（ｉｉｉ）各グループに対する統計データを導き出すステップと、
（ｉｖ）コンピュータ上に、各グループに対して、導き出された統計データを含む分類器
を記憶するステップと、（ｖ）出発地から目的地までの旅行に対する指定した出発日範囲
及び指定した帰国日範囲に対する往復運賃価格に対する要求を受け取るステップと、（ｖ
ｉ）記憶した分類器を用いて、要求した往復運賃価格が対応するグループを特定するステ
ップと、（ｖｉｉ）出発及び帰国日の対に対する要求した往復運賃価格に対する見積もり
の組を、特定したグループに対応する記憶した分類器から得られる統計データを用いて計
算するステップと、（ｖｉｉｉ）出発及び帰国日の各対に対する最良の運賃価格見積もり
を選択するステップと、（ｉｘ）出発及び帰国日の各対に対する最良の往復運賃価格見積
もりの組を提供するステップと、を含む。
【０１８７】
　Ｇ．往復運賃価格見積もりの組を提供する方法
　往復運賃価格見積もりの組を提供する方法であって、本方法は、（ｉ）出発地から目的
地までの旅行に対する指定された出発日及び指定された帰国日に対する往復運賃価格に対
する要求を受け取るステップと、（ｉｉ）見積もられた運賃を不完全な過去の価格データ
セットから推測し、見積もり、または予測することを、そのデータセットにおけるパター
ンを分析することによって行なうステップと、（ｉｉｉ）ステップ（ｉｉ）の結果を用い
て、指定した出発及び帰国日に対する要求した往復運賃価格に対する見積もりの組を計算
するステップと、（ｉｖ）運賃価格見積もりの組を提供するステップと、を含む。
【０１８８】
　Ｈ．最良の往復運賃価格見積もりの組を提供する方法
　指定した出発日範囲及び指定した帰国日範囲に対する最良の往復運賃価格見積もりの組
を提供する方法であって、本方法は、（ｉ）出発地から目的地までの旅行に対する指定し
た出発日範囲及び指定した帰国日範囲に対する往復運賃価格に対する要求を受け取るステ
ップと、（ｉｉ）見積もられた運賃を不完全な過去の価格データセットから推測し、見積
もり、または予測することを、そのデータセットにおけるパターンを分析することによっ
て行なうステップと、（ｉｉｉ）ステップ（ｉｉ）の結果を用いて、出発及び帰国日の対
に対する要求した往復運賃価格に対する見積もりの組を計算するステップと、（ｉｖ）出
発及び帰国日の各対に対する最良の往復運賃価格見積もりの組を提供するステップと、を
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